
大
正
期
神
戸
市
に
お
け
る
柳
谷
観
音
の
信
仰
と
布
教

│
│
熊
沢
寛
道
の
活
動
を
中
心
と
し
て
│
│

生

嶋

輝

美

は

じ

め

に
よ
う
こ
く
じ

京
都
府
長
岡
京
市
浄
土
谷
の
立
願
山
楊
谷
寺
は
、
寺
号
よ
り
も
「
柳
谷
観
音
」
の
通
称
で
広
く
知
ら
れ
る
。
平
安
時
代
初
期
開
創
と
さ

れ
、
近
世
初
期
に
は
浄
土
宗
西
山
派
粟
生
光
明
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
本
尊
千
手
観
音
お
よ
び
眼
病
治
癒
に
効
験
が
あ
る
と
い
う
霊
水
へ

の
信
仰
に
よ
り
、
近
世
に
は
皇
室
の
崇
敬
を
も
得
て
い
る
。
し
か
し
、
山
中
に
あ
っ
て
檀
家
を
持
た
な
い
楊
谷
寺
の
発
展
は
、
早
い
時
期

か
ら
庶
民
が
結
成
し
た
信
仰
団
体
「
講
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
⑴
。

明
治
中
期
か
ら
大
正
期
に
は
、
従
来
の
開
帳
や
講
へ
の
仏
体
（
本
尊
の
模
像
）
貸
し
出
し
の
ほ
か
、
講
の
活
動
に
支
え
ら
れ
た
楊
谷
寺

に
よ
る
布
教
も
広
範
囲
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
日
下
俊
隆
（
明
治
二
年
生
ま
れ
）⑵
が
住
職
だ
っ
た
時
期
に
含
ま
れ
る
。
大
正
十
三
年
再

版
の
『
楊
谷
寺
誌
』⑶
に
は
、
こ
の
時
期
、
大
阪
と
北
海
道
旭
川
に
別
院
、
神
戸
に
説
教
所
、
東
京
・
敦
賀
・
宇
治
に
出
張
所
が
開
設
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
大
正
期
の
神
戸
市
に
は
「
別
院
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
『
楊
谷
寺
文
書
』
に
見
え
る
。
こ
の
別
院
の
設
立
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者
は
、
の
ち
に
後
南
朝
の
正
統
性
を
主
張
し
、
熊
沢
天
皇
と
し
て
一
時
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
熊
沢
寛
道
（
明
治
二
十
二
〜
昭
和
四
十
一

年
）
で
あ
る
。
従
来
熊
沢
に
つ
い
て
は
、
西
山
派
の
学
校
を
出
て
神
戸
で
説
教
所
を
開
き
、
布
教
活
動
を
し
た
経
歴
は
知
ら
れ
て
い

た
⑷
。
し
か
し
熊
沢
寛
道
と
い
え
ば
ど
う
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
後
年
の
自
称
天
皇
と
し
て
の
側
面
で
、
信
仰
圏
を
精
力
的
に
拡

大
し
て
い
た
楊
谷
寺
の
布
教
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
に
等
し
い
。
ま
た
、
熊
沢
が
活
動
し
た
時
期
、
神

戸
市
で
楊
谷
寺
が
ど
の
よ
う
な
布
教
活
動
を
構
想
し
展
開
し
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
ま
ず
大
正
期
神
戸
市
に
お
け
る
柳
谷
観
音
の
信
仰
の
状
況
と
布
教
活
動
を
概
観
し
、
つ
ぎ
に
冗
長
と
な
る
が
、『
楊
谷
寺
文
書
』
に

ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
熊
沢
寛
道
の
全
書
簡
を
引
用
し
つ
つ
彼
の
活
動
を
辿
る
こ
と
と
す
る
⑸
。

一
、
大
正
期
神
戸
市
に
お
け
る
信
仰
組
織

現
在
の
神
戸
市
に
は
柳
谷
観
音
の
講
や
布
教
組
織
は
存
在
し
な
い
⑹
が
、
大
正
四
年
の
『
楊
谷
寺
誌
原
稿
』⑺
に
は
い
ず
れ
も
兵
庫
の
信

栄
講
・
兵
庫
講
・
道
成
講
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
兵
庫
は
「
兵
庫
県
」
の
意
で
は
な
く
、
当
時
の
神
戸
市
に
お
い
て
神
戸
と
と
も
に

中
心
を
成
す
、
地
区
と
し
て
の
兵
庫
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
正
十
三
年
の
再
版
『
楊
谷
寺
誌
』
に
な
る
と
、
三
講
に
加
え
て
兵
庫
の
一
心
講

・
念
力
講
、
神
戸
の
柳
谷
講
・
信
説
講
、
直
轄
兵
神
観
音
講
（
所
在
地
名
な
し
）、
下
山
手
通
六
丁
目
（
神
戸
）
の
兵
神
説
教
所
の
存
在

が
記
さ
れ
る
。
兵
神
説
教
所
は
、
大
正
十
一
年
二
月
以
来
の
直
轄
兵
神
観
音
講
の
多
大
な
る
尽
力
に
よ
り
、
同
十
二
年
五
月
に
堂
舎
を
建

立
し
説
教
所
の
公
認
を
得
て
常
在
教
師
を
派
遣
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
わ
ず
か
十
年
の
間
に
講
は
倍
増
し
、
楊
谷
寺
直
轄
の
講
と
説
教
所

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
楊
谷
寺
が
こ
の
時
期
、
神
戸
市
に
お
け
る
布
教
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

右
の
講
の
う
ち
、
道
成
講
は
明
治
四
十
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。
前
年
か
ら
毎
月
有
志
者
が
集
ま
り
回
向
し
て
い
た
が
、
参
加
者
が
増
加

大正期神戸市における柳谷観音の信仰と布教 ― ５１０ ―



し
た
た
め
、
十
箇
条
の
講
則
を
定
め
て
楊
谷
寺
に
届
け
出
、
名
称
を
道
成
講
と
し
た
。
講
則
で
は
、
毎
月
十
七
日
に
講
元
か
講
員
自
宅
に

安
置
し
た
柳
谷
観
音
を
回
向
す
る
こ
と
、
毎
回
積
立
金
を
し
て
銀
行
に
預
金
し
、
年
一
回
講
員
全
員
で
楊
谷
寺
に
参
詣
す
る
こ
と
、
講
員

死
亡
の
さ
い
は
講
員
若
干
名
が
葬
式
に
立
ち
会
う
こ
と
、
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
他
の
観
音
講
と
の
衝
突
を
一
切
避
け
る
こ
と

も
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
目
か
ら
は
、
類
似
の
講
の
存
在
と
そ
れ
と
の
間
に
摩
擦
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
ま
た
、
講

則
を
楊
谷
寺
に
届
け
出
、
講
則
に
柳
谷
本
寺
の
法
則
・
指
揮
命
令
を
遵
守
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
任
意
の
信
仰
団
体
と
い
っ
て
も
楊

谷
寺
へ
の
帰
属
意
識
は
強
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
結
成
段
階
で
は
講
元
と
世
話
人
数
人
を
合
わ
せ
、
講
員
三
十
人
余
で
あ
っ

た
⑻
。
講
元
の
職
業
は
按
摩
で
あ
る
⑼
。

こ
こ
か
ら
大
正
四
年
に
分
離
し
た
の
が
兵
庫
念
力
講
で
あ
る
。
道
成
講
で
講
元
に
次
ぐ
講
長
を
つ
と
め
て
い
た
江
見
十
一
を
中
心
と
し

て
結
成
し
、
十
五
箇
条
か
ら
成
る
講
則
を
定
め
て
い
る
。
講
元
は
な
く
講
長
・
会
計
・
幹
事
・
世
話
人
総
代
・
世
話
人
を
置
き
、
毎
月
十

九
日
に
講
を
開
い
て
読
経
念
仏
し
、
毎
年
四
月
に
楊
谷
寺
へ
団
参
（
団
体
参
詣
）
す
る
こ
と
、
毎
月
五
銭
を
講
費
と
し
て
徴
収
し
八
銭
を

団
参
旅
費
と
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
、
講
毎
に
三
十
分
以
上
の
説
教
か
仏
教
講
演
を
行
う
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
講
長
は
高
田

徳
松
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
幹
事
の
一
人
で
あ
る
江
見
が
念
力
講
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
ら
し
い
。
高
田
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

生
ま
れ
の
麺
類
商
で
、
人
格
・
財
産
と
も
に
相
当
な
も
の
と
衆
人
の
認
め
る
人
物
で
あ
り
、
市
内
寺
院
教
会
の
世
話
係
を
い
く
つ
も
し
て

い
た
と
い
う
。
江
見
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
生
ま
れ
で
漢
学
や
仏
教
教
理
の
素
養
が
あ
り
、
当
時
は
工
場
事
務
員
と
親
族
経
営
会
社

の
事
務
員
を
兼
業
す
る
会
社
員
で
あ
っ
た
。
大
正
二
年
に
楊
谷
寺
か
ら
道
成
講
に
下
付
さ
れ
た
本
尊
千
手
観
音
の
模
像
は
道
成
講
に
残
し

た
た
め
、
念
力
講
は
新
た
に
制
作
さ
れ
た
千
手
観
音
三
尊
の
模
像
を
楊
谷
寺
か
ら
借
用
し
て
礼
拝
対
象
と
し
て
い
る
⑽
。
道
成
講
か
ら
分

離
し
た
当
時
の
講
員
は
七
十
か
ら
百
三
十
人
と
、
書
類
に
よ
っ
て
幅
が
あ
る
⑾
。

こ
の
念
力
講
が
神
戸
市
所
在
の
ほ
か
の
講
と
異
な
る
の
は
、
大
正
七
年
五
月
に
兵
庫
県
知
事
に
認
可
さ
れ
説
教
所
と
な
っ
た
点
で
あ
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る
。
当
初
は
教
務
所
設
立
を
目
指
し
た
も
の
の
、
知
事
の
注
意
を
受
け
て
説
教
所
に
変
更
し
て
認
可
申
請
し
な
お
し
て
い
る
。
教
務
所
は

法
務
所
・
講
社
事
務
所
の
類
で
教
宗
派
の
事
務
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
説
教
所
は
お
そ
ら
く
教
会
所
と
同
じ
で
、
布
教
伝

道
を
な
す
も
の
で
あ
る
⑿
。
教
務
所
設
立
は
最
初
、
大
正
六
年
十
一
月
に
高
田
・
江
見
を
「
業
務
担
当
者
」
と
し
て
申
請
し
た
が
、
こ
の

時
は
認
可
さ
れ
て
い
な
い
。
翌
大
正
七
年
一
月
に
は
担
任
教
師
を
西
山
派
中
僧
正
・
楊
谷
寺
住
職
日
下
俊
隆
、
常
在
教
師
を
西
山
派
凝
講

補
・
楊
谷
寺
派
出
僧
横
江
瑞
善
と
し
て
加
え
申
請
し
、
こ
の
後
の
経
緯
に
は
詳
ら
か
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
前
述
の
知
事
の
注
意
を
経

て
、
説
教
所
と
し
て
五
月
に
認
可
さ
れ
た
。
教
務
所
・
説
教
所
の
認
可
申
請
に
は
宗
派
管
長
（
光
明
寺
住
職
）
の
副
書
が
必
要
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
正
式
に
は
「
浄
土
宗
西
山
派
念
力
講
説
教
所
」
で
登
録
さ
れ
て
い
た
（
住
所
印
は
「
柳
谷
観
音
念
力
講
説
教
所
」⒀
）。
念
力

講
事
務
所
と
同
じ
神
戸
市
兵
庫
西
柳
原
町
の
借
家
（
六
畳
二
間
・
三
畳
二
間
、
中
庭
つ
き
）
を
所
在
地
と
し
、
江
見
十
一
は
信
徒
総
代
兼

借
地
借
家
人
と
し
て
署
名
す
る
。
な
お
、
念
力
講
は
大
正
六
年
十
一
月
の
教
務
所
設
立
願
書
提
出
時
に
は
講
員
三
百
人
⒁
だ
っ
た
が
、
説

教
所
設
立
初
年
度
の
大
正
七
年
末
の
段
階
で
は
信
徒
戸
数
五
百
戸
、
信
徒
五
百
十
八
人
と
兵
庫
県
知
事
に
報
告
し
て
い
る
⒂
。

二
、
神
戸
市
内
別
院
設
置
計
画
│
熊
沢
寛
道
の
登
場
│

実
は
楊
谷
寺
で
は
、
念
力
講
教
務
所
の
設
立
を
申
請
し
た
段
階
で
、
将
来
的
に
神
戸
市
に
別
院
を
設
立
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
し

い
。
こ
れ
は
大
正
七
年
一
月
に
日
下
俊
隆
を
筆
頭
と
し
て
県
に
提
出
し
た
申
請
書
添
付
の
陳
述
書
に
、
毎
月
講
員
か
ら
五
銭
を
徴
収
し
、

こ
れ
か
ら
経
費
を
引
い
た
分
は
「
将
来
楊
谷
寺
ノ
別
院
ヲ
神
戸
市
ニ
建
築
ス
ル
ノ
資
金
ニ
貯
蓄
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
し
か
し

そ
れ
は
抹
消
さ
れ
て
「
維
持
財
産
ト
シ
テ
確
実
ナ
ル
銀
行
ニ
預
入
ス
」
と
書
き
直
さ
れ
て
お
り
⒃
、
同
年
四
月
に
提
出
さ
れ
た
説
教
所
設

立
願
書
に
も
訂
正
後
の
文
言
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
⒄
。
ち
な
み
に
大
正
六
年
に
は
北
海
道
旭
川
の
楊
谷
寺
別
院
が
興
隆
寺
の
寺
号
を
公
称
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し
て
お
り
⒅
、
大
正
四
年
に
奥
の
院
を
建
立
し
た
直
後
の
こ
の
時
期
、
楊
谷
寺
の
布
教
活
動
は
北
と
西
で
の
進
展
が
目
指
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
別
院
設
立
の
話
が
見
え
る
の
は
大
正
八
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
念
力
講
説
教
所
の
江
見
が
日
下
名
義
で
作
成
し
、
日
下
に
送
付

し
て
き
た
「
別
院
設
置
趣
意
書
」
の
案
が
そ
れ
で
あ
る
⒆
。

（
以
下
、
引
用
史
料
に
は
読
点
を
付
し
、
単
な
る
書
き
損
じ
の
文
字
は
抹
消
し
て
注
記
し
な
い
。）

別
院
設
置
趣
意
書

神
戸
市
ハ
年
々
人
口
増
殖
シ
柳
谷
観
音
信
者
及
講
員
モ
益
々
増
加
シ
、
尚
ホ
発
展
ノ
余
地
モ
拡
大
ナ
ル
ニ
反
シ
、
奉
仏
場
所
ノ
狭
隘

ナ
ル
ハ
甚
ダ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
殊
ニ
近
年
土
地
価
格
非
常
ニ
奔
騰
、
随
テ
借
家
ノ
賃
貸
モ
之
レ
ニ
伴
ヒ
幸
ヒ
奉
仏
適
当
ノ
場
所

（
仰
）

モ
終
ニ
他
ニ
奪
ハ
ル
ヽ
等
ノ
向
キ
有
之
、
斯
ク
テ
ハ
信
迎
上
益
々
悪
影
響
ヲ
蒙
ル
次
第
ニ
付
、
之
レ
ガ
永
遠
安
全
ニ
信
迎
ヲ
求
メ
ン

ト
ス
ル
ニ
ハ
、
各
信
者
及
各
講
連
盟
事
業
ト
シ
テ
、
市
内
適
当
ノ
場
所
ニ
別
院
ヲ
設
置
ス
ル
ノ
外
、
他
ニ
策
ナ
シ
ト
信
ズ
、
幸
ニ
各

位
此
意
ヲ
諒
ト
シ
、
御
賛
助
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ

御
参
考
ノ
為
メ
、
別
紙
別
院
略
則
案
ヲ
添
付
ス

大
正
八
年
九
月

楊
谷
寺
住
職

日
下
俊
隆

近
年
の
神
戸
市
の
人
口
増
加
に
伴
う
土
地
・
賃
貸
住
宅
の
価
格
高
騰
が
奉
仏
場
所
の
確
保
を
危
う
く
し
て
い
る
と
し
、
信
者
・
各
講
の
連

盟
事
業
と
し
て
の
別
院
設
置
、
つ
ま
り
は
別
院
の
建
設
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
神
戸
市
は
、
こ
の
翌
年
大
正
九
年
十
月
一
日
の

第
一
回
国
勢
調
査
に
お
い
て
東
京
市
・
大
阪
市
に
次
い
で
人
口
第
三
位
と
な
る
大
都
市
で
あ
る
。「
楊
谷
寺
別
院
設
置
略
則
案
」⒇
に
は
、
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市
内
各
講
に
下
付
さ
れ
た
本
尊
分
身
（
模
像
）
は
一
時
別
院
に
返
付
す
る
こ
と
、
市
内
各
講
の
名
称
は
そ
の
ま
ま
で
念
力
講
説
教
所
は
説

教
所
の
三
字
を
削
る
こ
と
、
各
講
内
で
葬
式
・
仏
事
を
営
む
時
は
必
ず
別
院
僧
侶
を
招
待
す
る
こ
と
、
各
講
で
徴
収
し
て
き
た
講
金
は
全

廃
し
、
各
講
よ
り
従
来
楊
谷
寺
に
納
め
て
き
た
冥
加
金
は
別
に
納
付
方
法
を
設
け
る
こ
と
、
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
江
見
は
別
院
建
設

の
た
め
に
大
規
模
な
頼
母
子
講
を
組
織
し
財
源
を
確
保
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
ら
し
い
が
�
、
翌
月
に
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
を
日

下
に
報
告
し
て
い
る
�
。

と
こ
ろ
が
日
下
は
江
見
・
念
力
講
説
教
所
と
は
別
の
ル
ー
ト
で
の
別
院
設
立
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
頼
母
子
講
の
不
調
を
伝
え
た

わ
ず
か
五
日
後
の
江
見
か
ら
日
下
へ
の
書
簡
�
に
は
、
熊
沢
寛
道
が
神
戸
市
で
の
別
院
設
置
活
動
を
始
め
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

拝
啓

如
仰
秋
冷
之
候
、
益
御
壮
健
之
段
、
奉
慶
賀
候
、
扨
、
熊
沢
氏
布
引
下
付
近
ニ
貴
山
ノ
別
院
設
置
御
計
画
ニ
付
テ
ハ
、
当
所

利
益
又
ハ
不
利
益
等
ノ
意
見
御
問
合
之
趣
、
敬
承
仕
候
、
右
別
院
ノ
設
置
ハ
大
ニ
賛
同
ス
ル
処
ニ
御
座
候
得
共
、
別
院
ト
ス
レ
バ
神

戸
市
ニ
一
ケ
所
ヨ
リ
出
来
不
申
、
然
ル
ト
キ
ハ
神
戸
ノ
極
東
ニ
別
院
ア
リ
テ
西
部
ヲ
モ
支
配
ス
ル
ハ
不
便
ニ
モ
ア
リ
、
信
者
モ
迷

（
マ
マ
）
迷
ヲ
感
ス
ル
訳
ニ
付
、
此
際
ハ
説
教
所
名
義
ノ
下
ニ
設
置
御
計
画
セ
ラ
レ
テ
ハ
如
何
カ
、
而
シ
テ
設
置
セ
ラ
レ
タ
ル
暁
ニ
ハ
東
西

説
教
所
ノ
盛
衰
ヲ
見
テ
亦
適
当
ノ
場
所
ニ
別
院
ヲ
設
置
シ
テ
、
両
説
教
所
ヲ
廃
合
ス
ル
方
穏
当
ト
思
考
仕
候
間
、
右
愚
見
ヲ
付
シ
御

返
事
申
上
候

敬
具

（
大
正
八
年
）

十
月
十
二
日

念
力
講
説
教
所
内

江
見
十
一

日
下
俊
隆
師
様

神
戸
市
の
極
東
と
さ
れ
る
布
引
下
付
近
に
熊
沢
が
別
院
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
日
下
が
江
見
に
意
見
を
求
め
た
こ
と
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が
分
か
る
。
江
見
は
、
は
じ
め
は
（
神
戸
市
西
部
の
念
力
講
説
教
所
と
同
じ
く
）
説
教
所
と
し
て
開
始
し
、
そ
の
後
の
状
況
を
見
て
両
説

教
所
廃
合
の
う
え
別
院
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と
返
答
し
て
い
る
。

神
戸
市
の
別
院
に
関
す
る
熊
沢
寛
道
自
身
の
書
簡
は
、
右
と
同
じ
大
正
八
年
十
月
か
ら
、
大
正
九
年
六
月
頃
ま
で
の
も
の
が
残
る
。
す

べ
て
楊
谷
寺
宛
で
封
書
・
葉
書
十
五
通
、
他
に
名
刺
一
枚
が
あ
り
（
表
１
）、
そ
の
全
部
が
「
大
正
八
年
十
月
起

神
戸
兵
庫
説
教
所
信

書
袋

教
務
執
事
用
」
と
表
書
き
さ
れ
た
袋
に
、
念
力
講
説
教
所
設
立
関
係
文
書
（
一
部
を
除
く
）
と
と
も
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
初
見

の
大
正
八
年
十
月
十
五
日
付
書
簡
は
二
通
あ
る
。
当
時
楊
谷
寺
に
掛
錫
し
て
お
り
以
前
か
ら
親
し
く
し
て
い
た
長
崎
老
僧
（
梁
瑞
）
と
、

楊
谷
寺
方
丈
（
住
職
日
下
俊
隆
）
宛
の
も
の
で
あ
る
。

﹇
史
料
１
﹈

（
魔
）

此
頃
中
御
山
に
御
邪
間
致
し
て
居
ま
し
た
時
は
折
々
御
高
見
を
承
り
、
不
肖
の
進
路
の
上
に
多
大
な
る
参
考
を
得
た
事
を
喜
ひ
、
其

（
築
島
寺
ヵ
）

は
深
謝
致
し
居
り
ま
し
た
、
御
覧
に
入
れ
ま
し
た
如
く
、
来
迎
寺
よ
り
は
彼
の
如
き
手
紙
に
て
、
私
も
帰
神
早
々
一
応
の
御
詫
ひ
を

な
し
今
後
の
御
引
立
を
御
願
ひ
致
し
置
き
て
辞
し
ま
し
た
、
一
時
住
所
定
ま
ら
さ
る
私
は
昼
夜
兼
行
で
進
路
に
向
ひ
奮
進
致
し
て
居

ま
す
、
勿
論
此
度
は
全
く
私
一
個
と
し
て
も
死
活
問
題
で
あ
り
、
御
山
に
対
し
て
も
亦
大
切
な
る
事
業
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
万
事

（
違
カ
）
遺
算
な
く
進
む
可
く
献
身
的
て
御
座
い
舛
、
目
下
之
所
は
第
一
に
住
所
問
題
で
す
が
、
近
日
中
に
共
に
御
喜
び
下
さ
る
事
の
出
来

る
吉
報
を
御
目
に
懸
け
る
事
が
必
す
や
到
来
し
実
現
致
す
事
と
信
じ
ま
す
、
御
山
八
田
・
野
口
両
師
及
一
切
の
方
々
に
よ
ろ
し
く
御

伝
言
を
願
ひ
ま
す
、
御
免
を

十
月
十
五
日

熊
沢
寛
道

長
崎
老
僧
前
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表 1 『楊谷寺文書』に見える熊沢寛道書簡等一覧

形状等

封書
ペン書き

封書（封
筒なし）
ペン書き
封書
ペン書き
封書
墨書

封書
墨書

封書
墨書

葉書
墨書
封書
墨書

葉書
墨書
封書
墨書
葉書
墨書
封書
墨書
葉書
ペン書き
封書
ペン書き
葉書
ペン書き
名刺

「目録」は『楊谷寺文書』の目録番号、「年月日」欄の（ ）は消印・内容によるもの。
「差出」「宛先」欄の（ ）は封筒からの情報。
「差出」欄の【 】は印文、『 』は住所印からの情報。

宛先

長崎老僧（「楊谷寺
方 丈」宛→3-77 の
ものか）
方丈

（楊谷寺）方丈

（楊谷寺）方丈

（楊谷寺）長崎老僧

上様（楊谷寺執事）

楊谷寺執事

（楊谷寺）方丈

楊谷寺執事

（楊谷寺）方丈

楊谷寺執事

（楊谷寺）方丈

楊谷寺執事

（楊谷寺）方丈

楊谷寺執事

―

差出

熊沢寛道（兵庫会下山善光寺別院
内 熊沢寛道）

寛道

熊沢寛道（兵庫会下山公園善光寺
内 熊沢）
熊沢（神戸市東雲通 6丁目 14ノ
9 熊沢寛道【柳谷観音兵神別
院】）
熊沢（神戸市東雲通 6丁目 14ノ
9 柳谷兵神別院【柳谷観音兵神
別院】）
熊沢寛道（神戸東雲通 6丁目柳谷
兵神別院 熊沢寛道【柳谷観音兵
神別院】）
東雲通 6丁目 柳谷兵神別院【柳
谷観音兵神別院】
熊沢寛道（神戸東雲通 6丁目 柳
谷別院 熊沢寛道【柳谷観音兵神
別院】）
神戸市東雲通 6丁目 柳谷兵神別
院【柳谷観音兵神別院】
熊沢寛道（『柳谷観世音別院主任
熊沢寛道 神戸市東雲通 6丁目』）
『柳谷観世音別院主任熊沢寛道
神戸市東雲通 6丁目』
熊沢寛道（『柳谷観世音別院主任
熊沢寛道 神戸市東雲通 6丁目』）
神戸熊沢寛道

熊沢寛道（『柳谷観世音別院主任
熊沢寛道 神戸市東雲通 6丁目』）
神戸市生田神社東門 豊田内 熊
沢寛道
神戸市東雲通 6丁目 14ノ 9 柳
谷兵神別院主任 熊沢寛道

年月日

（大正 8年）10月15日

（大正 8年）10月15日

（大正 8年）10月18日

大正 8年11月 7日

（大正 8年）11月11日

（大正 8年）12月 2日

（大正 8年12月11日）

（大正 8年）12月18日

（大正 8年12月22日）

（大正 9年）3月22日

（大正 9年 3月31日）

（大正 9年）4月 4日

（大正 9年）5月12日

（大正 9年）5月18日

（大正 9年 6月 5日以
前）
（大正 8年11月 6日～
9年 6月初旬）

目録
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ひ
ろ
し
か

こ
の
と
き
熊
沢
寛
道
は
三
十
一
歳
、
進
路
未
定
の
青
年
僧
で
あ
っ
た
。
彼
の
本
家
筋
で
養
父
の
大
然
は
生
活
も
顧
み
ず
南
北
朝
史
を
正
す

活
動
に
没
頭
し
、
明
治
末
か
ら
大
正
は
じ
め
に
か
け
て
二
度
、
南
朝
と
熊
沢
家
の
血
筋
の
正
統
性
の
公
認
を
得
る
た
め
上
奏
請
願
を
し
て

い
る
。
大
然
が
大
正
四
年
に
死
ん
だ
と
き
寛
道
は
光
明
寺
内
に
あ
っ
た
西
山
派
専
門
学
寮
の
学
生
で
、
そ
の
後
一
時
神
戸
で
布
教
師
を
し

た
、
と
い
う
の
が
一
般
に
知
ら
れ
た
経
歴
で
あ
る
。
熊
沢
家
の
宗
旨
は
代
々
浄
土
宗
西
山
派
だ
っ
た
�
。
学
寮
時
代
に
日
下
俊
隆
と
の
接

点
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
大
正
六
年
の
年
末
に
は
、
寛
道
は
お
そ
ら
く
楊
谷
寺
に
い
た
�
。
な
お
、
注
目
す
べ
き
こ
と

に
、
神
戸
で
別
院
設
立
活
動
を
は
じ
め
た
こ
の
大
正
八
年
、
六
月
に
寛
道
は
熊
沢
家
の
家
督
を
相
続
し
た
こ
と
を
上
奏
し
て
い
る
�
。

十
月
の
段
階
で
熊
沢
は
神
戸
で
の
住
所
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
兵
庫
の
会
下
山
善
光
寺
別
院
内
に
止
宿
し
て
い
た
。
こ
の
善
光
寺
別
院

は
大
正
六
年
に
開
創
し
た
ば
か
り
で
あ
る
�
。
前
と
次
に
あ
げ
る
十
月
十
五
日
付
の
二
通
の
書
簡
に
別
院
設
立
の
語
は
見
え
な
い
が
、
楊

谷
寺
に
と
っ
て
大
切
な
事
業
つ
ま
り
別
院
設
立
を
自
己
の
「
死
活
問
題
」
と
表
現
し
、
見
い
だ
し
た
進
路
に
邁
進
し
よ
う
と
す
る
意
気
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
次
の
日
下
宛
の
書
簡
か
ら
は
、
経
済
的
な
問
題
以
外
に
も
、
別
院
設
立
の
前
に
は
き
わ
め
て
複
雑
な
人
間

関
係
が
横
た
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

﹇
史
料
２
﹈

謹
啓

先
日
は
微
意
を
御
容
れ
下
さ
れ
、
御
厚
志
奉
深
謝
候
、
贈
物
は
着
神
早
々
尊
命
之
如
く
配
達
仕
、
彼
の
来
迎
寺
之
方
は
御
詫

び
致
し
た
る
も
、
結
局
小
衲
之
住
所
を
確
定
せ
さ
る
可
ら
さ
る
立
場
と
相
成
、
日
夜
兼
行
仕
り
居
り
候
、
執
筆
之
時
も
無
之
為
め
に

（
伊
三
郎
）

御
無
信
致
し
候
段
、
一
重
に
御
海
容
下
さ
れ
度
候
、
扨
て
昨
日
も
新
川
の
青
木
氏
を
訪
問
し
て
尊
意
を
伝
へ
、
氏
の
意
見
を
聞
き
た

（
源
八
）

る
に
、
吉
川
氏
と
の
間
に
於
け
る
調
訂
之
光
明
あ
る
如
く
確
信
し
候
へ
ば
、
及
は
す
な
か
ら
観
音
様
の
御
徳
を
損
ね
ざ
る
様
、
其
労

を
執
る
考
へ
に
御
座
候
間
、
左
様
御
了
解
下
さ
れ
度
候
、
一
方
江
見
氏
之
事
は
同
家
へ
参
上
し
て
、
二
三
の
世
話
方
と
小
生
の
事
に
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（
抹
消
）

就
き
協
議
せ
ら
れ
「
た
る
」、
其
趣
き
を
御
山
へ
通
知
な
さ
れ
た
る
由
も
承
り
候
へ
共
、
左
程
御
懸
念
下
さ
る
事
も
な
き
か
と
存
じ

居
り
、
全
て
御
山
に
関
係
あ
る
講
中
一
切
の
事
は
直
に
小
生
の
死
活
問
題
と
な
り
た
る
今
後
は
、
万
事
身
を
以
て
事
に
当
る
覚
悟
に

（
俊
法
）

候
へ
ば
、
御
安
堵
な
し
下
さ
れ
度
候
、
然
れ
共
、
茲
に
御
承
知
置
き
願
度
き
事
は
、
藤
本
師
が
恰
も
御
山
と
切
る
に
切
れ
な
い
関
係

あ
る
か
如
く
装
ひ
、
柳
谷
一
切
の
事
は
私
が
依
頼
を
受
け
居
る
等
と
以
前
よ
り
自
称
せ
ら
れ
居
り
た
る
由
、
昨
夜
も
或
る
人
よ
り
伝

聞
し
、
勿
論
私
と
致
し
て
も
先
日
迄
で
御
山
と
何
等
の
関
係
あ
る
か
と
思
い
様
に
、
藤
本
師
が
御
山
に
接
近
（
外
面
）
致
し
居
る
か

の
様
の
言
動
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
か
る
が
故
に
江
見
氏
す
ら
も
小
生
が
面
談
し
た
る
際
、
藤
本
さ
ん
と
も
一
応
相
談
し
て
云
云
と

申
さ
れ
た
れ
ば
、
藤
本
師
は
御
山
に
対
し
別
段
の
深
き
関
係
あ
る
人
に
あ
ら
ず
云
云
と
申
上
げ
た
く
存
し
た
る
も
、
御
山
の
方
よ
り

御
一
信
を
願
ふ
考
へ
に
て
、
其
時
聞
き
流
し
に
致
し
候
、
有
態
に
申
せ
ば
、
藤
本
師
も
目
下
之
処
な
れ
ば
御
山
の
講
を
利
用
し
て
自

（
榜
）

利
を
計
り
居
ら
る
ゝ
は
自
明
に
て
、
此
際
純
柳
谷
標
旁
し
て
柳
谷
の
講
を
統
一
し
、
か
ゝ
れ
ば
内
心
或
は
喜
ば
す
か
と
存
し
居
り
候

へ
ば
、
初
レ

最
に
御
山
よ
り
藤
本
は
関
係
な
く
、
此
度
柳
谷
と
し
て
は
不
肖
を
遣
し
た
れ
ば
と
の
御
玉
章
を
関
係
者
亦
は
各
有
力
に

（
マ
マ
）

対
し
御
一
報
下
さ
れ
置
き
度
く
、
左
す
れ
は
私
と
し
て
今
後
に
所
す
る
好
便
利
は
明
か
な
る
事
に
候
、
終
り
臨
み
旬
日
を
出
て
す
し

て
好
便
を
便
せ
ら
る
ゝ
事
と
努
力
仕
り
居
り
候

敬
具

十
月
十
五
日

寛
道

方
丈
様

文
中
、
新
川
の
青
木
と
は
、
当
時
神
戸
市
最
大
の
ス
ラ
ム
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
神
戸
新
川
地
区
に
お
い
て
「
柳
谷
講
」
を
主
宰
し
た

人
物
、
吉
川
は
神
戸
の
信
説
講
（
深
切
講
・
親
説
講
）
主
宰
者
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
あ
い
だ
に
は
軋
轢
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
熊
沢
は
自

身
住
所
不
定
の
状
態
な
が
ら
、
日
下
の
意
を
受
け
て
調
停
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
江
見
の
も
と
へ
も
向
か
い
、
別
院
設
立
に
つ
い
て
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（
榜
）

相
談
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
熊
沢
自
身
は
「
此
際
純
柳
谷
標
旁
し
て
柳
谷
の
講
を
統
一
」
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
と
考
え
た
よ
う
だ
が
、
と

り
あ
え
ず
は
既
設
の
神
戸
地
区
所
在
の
講
お
よ
び
神
戸
市
内
唯
一
の
説
教
所
の
主
宰
者
と
何
ら
か
の
調
整
を
行
お
う
と
し
て
い
た
形
跡
を

見
て
取
れ
る
。
藤
本
と
い
う
僧
侶
の
実
態
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
江
見
も
、
頼
母
子
組
織
を
日
下
に
表
明
し
た
さ
い
、
藤
本
も
大
頼
母
子

を
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
彼
の
た
め
に
柳
谷
の
範
囲
を
犯
さ
れ
て
は
迷
惑
千
万
、
と
藤
本
を
警
戒
し
て
い
る
。
し
か
し
の
ち
大
正

十
三
年
に
念
力
講
説
教
所
を
楊
谷
寺
兵
庫
教
会
所
に
名
称
変
更
し
た
さ
い
に
は
、
こ
の
藤
本
宛
に
知
事
の
許
可
が
下
り
て
い
る
�
。
大
正

八
年
段
階
の
楊
谷
寺
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
熊
沢
・
江
見
か
ら
見
て
も
不
明
な
が
ら
、
神
戸
市
に
お
い
て
柳
谷
観
音
に
関
わ
る
活
動
を

し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

熊
沢
は
「
此
度
柳
谷
と
し
て
は
不
肖
を
遣
し
た
れ
ば
」
と
、
楊
谷
寺
住
職
の
意
向
に
よ
り
神
戸
に
派
遣
さ
れ
た
形
だ
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
別
院
建
設
の
場
所
や
資
金
を
確
保
す
る
以
前
に
、
活
動
の
拠
点
と
す
る
自
己
の
住
居
を
自
力
で
確
保
す
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
さ
し
あ
た
っ
て
の
活
動
資
金
の
工
面
も
さ
す
が
に
自
分
一
人
で
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
ひ
さ
し
ぶ
り
の
手
紙
を

日
下
・
長
崎
に
書
い
た
わ
ず
か
三
日
後
に
は
、
日
下
に
金
銭
の
融
通
を
願
い
出
た
こ
と
が
分
か
る
。

﹇
史
料
３
﹈

前
略

此
頃
は
大
金
之
御
融
通
を
御
願
申
上
、
恐
縮
な
か
ら
何
卒
御
聞
き
容
れ
下
さ
れ
度
、
一
重
に
懇
願
し
奉
り
候
、
当
市
の
発
展

は
実
に
�
�
非
常
な
る
勢
に
て
、
現
在
に
て
も
二
千
戸
の
住
宅
不
足
の
由
、
市
の
徴
査
員
か
申
さ
れ
、
此
上
市
電
延
長
に
着
手
せ

は
、
思
ひ
半
ば
に
過
く
る
所
に
て
、
如
何
に
新
築
を
策
す
と
も
、
制
限
あ
る
大
工
能
力
の
事
と
て
、
市
民
の
住
宅
難
は
誠
に
明
々
の

事
に
候
、
去
り
と
て
近
年
中
続
け
る
好
景
気
の
後
期
に
際
し
、
是
れ
を
失
は
む
か
、
向
ふ
十
年
間
は
又
策
の
出
ず
る
所
を
知
ら
ず
、

（
マ
マ
）

恰
も
弾
丸
を
消
費
せ
る
田
師
の
大
鹿
を
ハ
通
過
せ
る
を
見
て
空
し
く
銃
を
疑
す
る
の
状
に
御
座
候
へ
ば
、
何
卒
�
�
愚
見
を
御
了
察
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の
上
、
速
か
に
御
願
ひ
申
上
候

頓
首

（
月
）

十
九
十
八
日

熊
沢
寛
道

方
丈
様

大
正
七
・
八
年
の
神
戸
市
は
空
前
の
大
戦
景
気
に
沸
き
、
急
激
な
人
口
流
入
に
よ
り
住
宅
不
足
・
賃
貸
料
騰
貴
が
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
熊
沢
の
感
じ
た
と
お
り
、
大
正
八
年
は
好
景
気
の
最
高
潮
に
達
し
た
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
�
。
熊
沢
は
発
展
中
の
神
戸
市
に
別
院
を
建

設
す
る
の
は
今
し
か
な
く
、
こ
の
絶
好
機
を
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

な
お
日
下
は
、
別
院
建
設
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、
念
力
講
説
教
所
に
働
き
か
け
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
江
見
は
別
院
設
置
の
趣
旨
に

は
賛
同
す
る
が
、
頼
母
子
講
も
寄
附
金
集
め
も
う
ま
く
い
か
な
い
現
在
、
楊
谷
寺
が
一
時
出
金
す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
講
中
心
の
運
動
は

時
機
で
は
な
い
、
と
日
下
に
返
答
し
て
い
る
�
。
高
田
徳
松
も
江
見
と
同
じ
頃
、
資
金
の
め
ど
が
つ
か
な
い
の
で
別
院
を
神
戸
市
で
建
設

す
る
見
込
み
は
な
い
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
�
。
日
下
は
資
金
面
で
も
、
現
地
の
講
が
主
体
と
な
っ
て
の
別
院
建
設
を
望
ん
で
い
た
と
見

ら
れ
る
。

一
方
の
熊
沢
は
、
大
正
八
年
十
一
月
六
日
に
神
戸
市
東
雲
通
六
丁
目
に
居
を
構
え
、
翌
日
そ
の
こ
と
を
日
下
に
伝
え
て
い
る
。

﹇
史
料
４
﹈

前
略

其
後
重
ね
�
�
種
々
御
配
慮
を
忝
な
く
致
し
奉
深
謝
候
、
陳
れ
ば
過
日
御
話
申
上
た
る
寺
の
都
合
の
出
来
る
迄
て
、
表
記
之

所
に
一
時
仮
住
仕
り
、
漸
く
昨
日
移
居
仕
り
た
る
次
第
に
て
、
其
場
所
は
吉
川
氏
の
東
北
約
二
丁
程
に
て
候
、
何
卒
今
後
の
処
御
引

立
て
被
下
度
、
伏
し
て
御
願
申
上
候
、
猶
ほ
長
崎
御
老
僧
様
に
も
別
し
て
宜
敷
御
伝
声
願
上
候

敬
具
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大
正
八
年
十
一
月
七
日

熊
沢
拝

方
丈
殿

こ
の
仮
住
ま
い
は
後
述
の
よ
う
に
借
家
の
二
階
を
間
借
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
川
の
信
説
講
所
在
地
か
ら
は
二
丁
、
青
木
の
柳
谷
講

所
在
地
か
ら
は
三
丁
（
後
掲
﹇
史
料
７
﹈）
と
、
既
設
の
講
と
は
非
常
に
近
接
し
て
い
る
。『
楊
谷
寺
文
書
』
に
見
え
る
熊
沢
寛
道
の
神
戸

市
で
の
活
動
は
、
こ
の
東
雲
通
六
丁
目
の
仮
住
ま
い
を
核
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
書
簡
の
封
筒
の
差
出
に
は
、
熊
沢
寛
道
の
名
と
と
も
に
「
柳
谷
観
音
兵
神
別
院
」
の
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
独
自
の
建
屋
も
な
く
、
何
ら
の
公
的
手
続
き
を
し
た
形
跡
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
別
院
」
を
自
称
し
、
そ

の
の
ち
も
別
院
を
名
乗
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

当
面
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
東
雲
通
六
丁
目
の
借
家
を
選
ん
だ
の
は
、
次
の
書
簡
に
よ
る
と
地
理
的
な
特
性
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
っ

た
。﹇

史
料
５
﹈

拝
復

七
日
出
之
貴
墨
、
正
に
昨
夕
拝
誦
、
御
深
切
な
る
御
注
告
、
実
に
多
謝
申
上
候
、
江
見
氏
之
人
格
に
就
て
は
、
実
は
既
に
已

に
先
輩
よ
り
明
鏡
に
対
す
る
が
如
く
聞
き
及
び
、
尚
ほ
市
の
事
情
を
愚
察
す
る
も
、
当
地
近
旁
な
ら
さ
る
可
ら
さ
る
を
知
り
、
不
肖

と
し
て
最
初
よ
り
此
の
地
方
を
選
び
居
り
候
、
過
日
御
面
談
之
砌
申
上
け
た
る
如
く
、
当
市
に
於
け
る
講
に
経
験
あ
る
俗
人
は
、
常

に
講
を
種
に
○
○
の
○
に
当
て
居
る
奸
人
の
多
き
有
様
に
て
、
言
行
不
一
致
は
時
代
の
通
弊
、
実
に
慨
嘆
之
至
に
御
座
候
、
見
聞
す

ら
く
、
実
な
ら
ば
念
力
講
頼
母
講
は
大
い
に
其
数
出
来
居
る
由
、
御
遠
方
な
る
御
山
へ
は
不
明
に
候
、
小
生
元
よ
り
他
力
的
を
選
び
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候
へ
共
、
又
自
力
の
必
要
を
決
し
て
忘
却
せ
ず
、
故
に
当
地
は
東
へ
も
西
へ
も
共
に
十
四
五
丁
隔
て
ざ
れ
は
鎮
西
（
浄
土
と
て
は
）

（
挿
入
）

の
寺
も
な
く
、
南
北
に
は
皆
無
に
て
、
今
迄
で
は
葬
式
屋
の
胸
に
て
「
近
き
」
真
言
、
真
宗
、
禅
宗
等
に
依
頼
し
た
る
由
、
左
す
れ

は
地
点
と
し
て
は
浄
土
に
最
も
相
応
敷
く
、
且
つ
観
音
菩
薩
の
御
加
護
を
戴
き
、
必
す
死
地
に
一
生
を
切
り
開
く
覚
悟
に
御
座
候
、

失
礼
な
か
ら
何
卒
方
丈
前
に
宜
敷
御
鶴
声
下
さ
れ
度
、
我
か
進
路
に
於
け
る
障
害
物
あ
る
は
必
然
に
て
、
取
り
除
け
る
は
除
き
、
除

（
韲
カ
）

け
さ
る
時
は
粉
�
し
て
、
菩
薩
の
御
徳
を
衆
人
に
喜
ば
し
む
る
決
心
に
候
間
、
御
安
心
下
さ
れ
度
候

早
々

（
大
正
八
年
）

十
一
月
十
一
日

熊
沢
拝

長
崎
御
老
僧
前

二
伸

御
下
人
に
命
じ
下
さ
れ
て
、
大
正
三
年
よ
り
以
前
、
数
年
間
に
て
、
神
戸
市
よ
り
御
参
籠
せ
し
人
々
の
住
所
氏
名
、
御

一
報
願
上
候

不
二

現
状
で
は
浄
土
宗
寺
院
空
白
地
帯
の
こ
の
地
区
こ
そ
が
別
院
設
置
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
と
い
う
。
当
時
の
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
浄
土
宗

の
寺
院
数
は
真
宗
・
禅
宗
と
並
ん
で
多
い
。
し
か
し
浄
土
宗
寺
院
は
兵
庫
地
区
に
偏
在
し
、
熊
沢
が
言
う
通
り
、
神
戸
地
区
に
は
少
な
か

っ
た
。
仏
道
教
会
に
い
た
っ
て
は
、
念
力
講
説
教
所
の
あ
る
兵
庫
地
区
に
し
か
な
か
っ
た
（『
神
戸
市
統
計
書
』）。

当
初
計
画
の
布
引
下
か
ら
は
少
し
南
に
寄
る
が
信
説
講
・
柳
谷
講
か
ら
近
い
の
は
、
将
来
的
に
両
講
を
吸
収
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
「
必
す
死
地
に
一
生
を
切
り
開
く
覚
悟
」「
我
か
進
路
に
於
け
る
障
害
物
あ
る
は
必
然
に
て
、

（
韲
カ
）

取
り
除
け
る
は
除
き
、
除
け
さ
る
時
は
粉
�
し
て
」
と
は
、
熊
沢
に
と
っ
て
の
別
院
建
設
は
単
な
る
信
仰
の
発
露
で
な
く
、
一
生
の
転
機

・
人
生
の
一
大
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
悲
壮
感
さ
え
感
じ
る
と
と
も
に
、
弁
舌
の
巧
み
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
方
で
江

見
や
念
力
講
の
人
々
ら
が
実
施
し
て
い
た
頼
母
子
講
に
は
少
な
か
ら
ぬ
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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三
、「
柳
谷
観
音
兵
神
別
院
主
任
」
熊
沢
寛
道
の
活
動

住
所
が
確
定
し
て
わ
ず
か
十
日
ほ
ど
後
に
な
る
と
、
熊
沢
の
神
戸
市
で
の
布
教
活
動
が
具
体
化
し
て
く
る
。

﹇
史
料
６
﹈

拝
啓

昨
今
御
山
之
寒
気
も
さ
こ
そ
と
御
察
し
申
上
け
、
御
一
山
御
各
位
様
之
御
健
か
に
あ
ら
れ
か
し
と
奉
祈
居
候
、
陳
れ
ば
此
頃

は
布
教
の
事
を
御
願
申
上
恐
縮
之
次
第
に
て
、
残
念
に
も
此
程
重
松
師
よ
り
播
州
に
先
約
候
由
を
以
て
断
ら
れ
候
へ
ば
、
兎
や
と
せ

む
角
や
せ
む
と
存
じ
、
目
下
の
場
合
、
名
僧
を
御
願
ひ
仕
る
は
或
は
失
礼
か
と
存
じ
、
旧
友
之
情
義
を
以
て
出
演
を
依
頼
仕
り
居

候
、
仏
力
之
御
擁
護
に
預
り
、
当
所
も
実
に
好
都
合
に
の
み
進
運
し
、
或
る
人
の
勧
め
に
依
り
、
先
月
十
五
六
日
頃
よ
り
柳
谷
観
音

講
を
組
織
仕
り
候
て
よ
り
、
目
下
小
生
の
手
元
に
て
も
五
十
名
の
講
員
を
漸
々
得
、
此
中
講
員
勧
誘
の
世
話
な
し
下
さ
る
ゝ
人
々
十

九
名
程
へ
講
員
の
住
所
氏
名
録
を
託
し
有
り
候
間
、
本
年
中
に
は
壱
百
弱
の
講
員
は
出
来
る
事
と
存
じ
居
り
、
何
分
に
も
大
節
季
を

（
準
）

目
前
に
扣
へ
た
る
今
日
、
余
日
も
無
之
候
故
、
当
年
は
明
春
之
戦
闘
順
備
を
完
成
し
置
き
、
愈
々
春
暖
と
も
相
成
候
は
ゞ
、
正
に

�
�
活
躍
可
仕
、
連
日
其
下
運
動
に
余
念
無
之
、
来
る
寒
中
を
利
用
し
、
昼
は
未
だ
柳
谷
観
音
様
に
縁
な
き
而
も
大
発
展
中
に
て
有

望
な
る
或
る
地
方
に
菩
薩
の
御
徳
を
広
め
度
く
存
じ
、
其
地
人
と
結
縁
之
為
寒
行
仕
り
、
夜
は
亦
神
戸
市
一
円
を
夜
念
仏
可
仕
決
心

致
し
候
、
連
日
小
生
の
運
動
に
は
家
人
も
実
に
驚
き
居
り
候
へ
共
、
自
己
と
し
て
は
些
の
苦
痛
を
感
ぜ
ず
、
返
而
益
々
勇
を
鼓
し
快

（
恭
）

活
致
し
居
り
候
、
是
れ
も
皆
御
山
菩
薩
の
御
陰
と
日
夜
忝
謝
仕
、
歓
喜
的
生
活
を
営
み
候
、
然
れ
ど
も
永
遠
な
る
彼
岸
に
到
達
仕
る

に
は
幾
多
波
浪
或
は
怒
濤
な
き
を
保
し
難
く
候
へ
共
、
初
一
念
を
貫
く
は
小
生
の
愚
性
に
て
候
、
敬
上
慈
下
其
節
を
守
り
、
慈
を
万
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人
に
伝
へ
て
も
□
隙
害
あ
ら
ば
、
除
じ
難
き
は
時
機
相
応
之
手
段
に
依
り
突
進
仕
る
心
底
に
候
、
兎
に
角
小
生
の
考
へ
と
し
て
は
、

観
音
菩
薩
の
御
徳
を
弘
め
さ
し
て
頂
き
、
我
派
と
し
て
、
否
、
我
山
と
し
て
、
東
洋
第
一
の
良
港
を
有
し
日
進
月
歩
の
大
発
展
し

つ
ゝ
あ
る
神
戸
市
に
寺
院
な
き
を
遺
憾
と
存
じ
、
仏
力
加
護
の
下
に
、
微
志
を
具
体
化
し
候
な
ら
ば
、
何
卒
御
引
立
て
下
さ
れ
度
、

尚
ほ
本
月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
当
所
初
回
の
講
を
開
催
可
仕
候
事
な
れ
ば
、
御
多
忙
中
誠
に
申
兼
ね
候
へ
共
、
長
崎
御
老
僧
様
に

御
出
張
願
ふ
事
は
叶
は
ず
候
や
、
前
述
之
如
き
有
様
に
て
、
明
春
初
陣
之
高
名
を
博
さ
む
為
め
に
、
本
年
中
に
一
度
会
合
打
合
せ
の

必
要
を
感
じ
、
初
開
之
事
な
れ
は
特
に
十
七
日
を
選
び
候
次
第
、
幸
に
小
生
之
微
衷
を
御
了
解
下
さ
れ
、
何
卒
御
出
神
願
上
度
、
伏

し
て
御
待
ち
申
上
候
、
万
一
御
都
合
悪
し
き
節
は
何
卒
御
一
報
煩
し
度
候

恐
惶
謹
言

（
大
正
八
年
）

十
二
月
二
日

熊
沢
寛
道

上
様

十
一
月
十
五
・
六
日
頃
か
ら
は
「
柳
谷
観
音
講
」
を
組
織
し
て
半
月
で
五
十
人
ほ
ど
の
講
員
を
得
、
さ
ら
に
年
内
に
は
百
人
に
増
や
せ
る

だ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
講
員
勧
誘
を
し
て
く
れ
る
世
話
人
も
十
九
人
で
き
た
と
す
る
。
さ
き
の
十
一
月
十
一
日
付
書
簡
の
二
伸
で
、
こ
こ

五
年
ほ
ど
の
間
に
楊
谷
寺
に
参
籠
し
た
人
の
名
簿
を
送
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
が
、
初
め
は
柳
谷
観
音
を
信
仰
す
る
人
々
の
も
と
を
訪
ね

歩
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
二
月
十
七
日
の
柳
谷
観
音
講
の
初
回
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
友
の
長
崎
老
僧
に
出
演
を
依
頼
し
て

い
る
。

講
を
開
い
て
説
教
や
仏
教
講
演
を
聞
き
、
お
そ
ら
く
掛
け
金
を
徴
収
す
る
の
で
あ
ろ
う
こ
の
方
式
は
、
道
成
講
や
念
力
講
な
ど
、
一
般

信
者
が
運
営
し
た
既
設
の
講
と
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
講
則
を
作
っ
た
形
跡
も
な
い
の
で
、
僧
侶
と
し
て
の
熊
沢
一
人
が
運
営
し
、
別
院
と

自
称
し
て
は
い
る
が
実
質
は
別
院
建
設
を
目
的
と
し
た
講
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大正期神戸市における柳谷観音の信仰と布教 ― ５２４ ―



ま
た
家
人
�
も
驚
く
活
動
ぶ
り
だ
っ
た
が
熊
沢
本
人
は
苦
痛
に
思
わ
な
い
と
い
い
、
別
院
建
設
に
向
け
て
意
気
揚
々
た
る
様
子
が
窺
え

る
。
た
だ
「
永
遠
な
る
彼
岸
に
到
達
仕
る
に
は
幾
多
波
浪
或
は
怒
濤
な
き
を
保
し
難
く
候
へ
共
、
初
一
念
を
貫
く
は
小
生
の
愚
性
」
と
目

標
実
現
の
途
上
に
は
障
壁
が
あ
る
こ
と
を
重
々
承
知
し
て
お
り
、「
隙
害
あ
ら
ば
、
除
じ
難
き
は
時
機
相
応
之
手
段
に
依
り
突
進
仕
る
心

底
」
と
、
多
少
の
強
引
な
手
法
も
辞
さ
な
い
と
い
う
決
意
も
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
西
山
光
明
寺
派
（
我
派
）
と
し
て
、
と
い
う
よ

り
楊
谷
寺
（
我
山
）
と
し
て
、「
東
洋
第
一
の
良
港
を
有
し
日
進
月
歩
の
大
発
展
し
つ
ゝ
あ
る
神
戸
市
に
寺
院
な
き
を
遺
憾
」
に
思
い
、

や
は
り
今
し
か
な
い
、
と
い
う
焦
燥
に
駆
ら
れ
た
熊
沢
の
姿
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
熱
に
冒
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
早
急
な
活
動
も
、「
明

（
準
）

春
之
戦
闘
順
備
」「
明
春
初
陣
之
高
名
」
の
た
め
と
書
く
よ
う
に
、
熊
沢
に
は
別
院
建
設
の
地
な
ら
し
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
長
崎
老
僧
の
出
演
依
頼
は
楊
谷
寺
に
聞
き
入
れ
ら
れ
た
。
楊
谷
寺
執
事
宛
の
大
正
八
年
十
二
月
十
一
日
消
印
葉
書
に
、
熊
沢

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

﹇
史
料
７
﹈

拝
復

来
る
十
七
日
に
は
御
遠
路
之
処
、
態
々
御
出
張
被
下
候
御
趣
、
有
難
存
奉
り
候
、
布
教
師
は
岸
深
円
君
に
御
座
候
、
万
事
不

自
由
勝
ち
な
れ
と
も
、
将
来
に
大
な
る
目
的
を
置
き
、
近
く
は
歩
一
歩
つ
ゝ
、
小
生
満
身
之
努
力
を
致
し
、
十
七
日
も
出
来
得
る
限

（
帽
子
）

盛
大
に
厳
供
仕
り
度
、
就
て
は
七
条
（
金
襴
入
）
及
モ
ー
ス
を
御
参
上
願
度
、
当
所
に
は
只
一
人
分
よ
り
無
之
、
右
御
願
申
上
候

早
々

当
所
は
吉
川
氏
を
東
北
に
登
る
二
丁
程
、
青
木
氏
よ
り
は
北
へ
三
丁
程

布
教
師
も
別
に
依
頼
し
て
お
い
た
ら
し
い
が
、
や
は
り
法
衣
は
自
分
の
も
の
し
か
常
備
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
あ
げ
る
の
は
初
回
の
講
終
了
後
に
住
職
日
下
に
宛
て
た
礼
状
で
あ
る
。
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﹇
史
料
８
﹈

粛
啓

寒
気
漸
々
厳
敷
相
成
申
候
処
、
方
丈
様
を
初
め
御
一
山
各
位
様
に
は
益
々
御
安
泰
之
御
由
、
奉
賀
上
候
、
陳
れ
は
、
昨
日
は

御
遠
路
之
所
な
る
に
も
微
意
を
御
許
容
之
上
、
御
老
僧
様
を
御
発
遣
に
預
り
、
奉
万
謝
候
、
以
御
陰
幸
に
も
無
事
に
終
了
、
喜
ひ
居

り
候
へ
共
、
何
分
に
も
年
末
の
事
と
て
今
一
つ
参
詣
者
之
尠
な
か
り
し
は
誠
に
遺
憾
に
て
、
小
生
の
徳
力
之
足
ら
さ
る
所
と
信
じ
、

愈
々
益
々
大
奮
闘
致
す
可
く
、
是
れ
か
為
め
、
来
月
六
日
の
寒
の
入
り
よ
り
は
午
前
中
に
法
要
を
了
し
置
き
、
午
後
早
々
よ
り
住
吉

御
影
地
方
へ
寒
行
に
巡
り
、
夕
影
帰
宅
、
夕
食
を
喰
ひ
早
々
神
戸
市
中
を
巡
行
致
す
可
く
、
尚
ほ
微
力
の
あ
ら
む
限
り
を
尽
し
、
講

員
を
募
り
、
近
き
将
来
に
は
観
音
菩
薩
の
御
徳
を
広
く
讃
へ
申
上
度
く
、
日
夜
に
祈
り
居
候
、
幸
に
も
熱
心
な
る
讃
成
者
有
之
、
万

端
順
風
に
帆
を
孕
ま
す
如
く
進
行
仕
り
、
喜
ひ
居
候
、
猶
ほ
御
老
僧
様
に
御
依
頼
申
置
候
御
水
を
何
卒
一
月
上
旬
中
ま
で
に
受
納
仕

り
度
、
一
般
信
者
に
左
様
申
居
候
、
一
月
六
日
御
法
類
講
に
不
肖
末
席
を
穢
し
度
く
候
へ
共
、
当
日
は
寒
の
入
り
に
て
残
念
な
が
ら

他
出
致
し
兼
ね
候
間
、
悪
し
か
ら
ず
、
何
卒
皆
様
に
宜
敷
御
鶴
声
願
上
度
候
、
時
下
厳
寒
に
向
ひ
候
へ
ば
随
分
御
身
御
大
切
に
祈
上

候

謹
言

（
大
正
八
年
）

十
二
月
十
八
日

熊
沢
寛
道

方
丈
様

講
は
無
事
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
熊
沢
が
期
待
し
た
ほ
ど
の
盛
会
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
熊
沢
は
め
げ
な
い
。
開
講
前
の
書
簡

に
も
あ
る
よ
う
に
、
年
明
け
の
寒
の
入
り
か
ら
は
午
前
中
に
別
院
で
の
法
要
、
午
後
は
住
吉
・
御
影
な
ど
神
戸
地
区
よ
り
東
、
当
時
は
神

戸
市
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
地
域
の
信
者
開
拓
の
た
め
寒
行
に
赴
き
、
夕
食
後
は
神
戸
市
中
順
行
、
と
一
日
を
信
仰
・
布
教
活
動
に
充
て

る
つ
も
り
だ
と
し
て
い
る
。
熊
沢
の
活
動
に
賛
同
す
る
人
々
も
順
調
に
増
え
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
次
回
の
講
の
た
め
に
だ
ろ
う
が
、
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「
御
水
」
を
送
る
よ
う
依
頼
も
し
て
い
る
。「
御
水
」
と
は
「
御
香
水
」「
御
洪
水
」
な
ど
と
も
書
か
れ
、
眼
病
平
癒
に
効
験
が
あ
る
と
さ

れ
る
楊
谷
寺
の
霊
水
で
あ
る
�
。
寒
行
の
た
め
に
年
明
け
の
楊
谷
寺
に
お
け
る
法
類
講
も
欠
席
す
る
と
伝
え
て
い
る
。

大
正
八
年
の
年
末
�
以
降
、
寒
行
に
励
む
と
宣
言
し
て
い
た
期
間
を
挟
み
、
翌
九
年
三
月
途
中
ま
で
の
熊
沢
の
動
向
は
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
次
に
熊
沢
が
住
職
日
下
に
出
し
た
書
簡
か
ら
は
、
こ
の
間
に
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

﹇
史
料
９
﹈

（
意
ヵ
）

（
侶
）

拝
復

只
今
は
何
等
の
意
な
る
か
は
不
存
候
へ
共
、
御
注
�
被
下
、
厚
く
謝
奉
り
候
、
御
文
中
、
僧
呂
と
し
て
の
本
分
と
か
威
信
を

以
て
と
か
等
の
文
字
あ
り
、
之
に
就
き
火
煙
の
譬
よ
り
察
す
れ
ば
、
已
に
既
に
小
生
が
自
己
の
本
分
を
忘
却
し
た
る
行
動
を
な
し
、

コ

或
は
画
策
致
し
居
る
や
に
御
思
考
之
由
、
誠
に
遺
憾
千
万
、
奸
策
邪
智
之
輩
、
小
生
を
し
て
無
辜
の
罪
に
陥
入
れ
ん
と
し
て
の
法
略

を
御
過
信
遊
ば
す
を
、
且
は
無
念
に
存
し
且
つ
は
自
の
不
徳
を
悔
ゆ
る
次
第
に
候
、
開
教
之
困
難
は
愚
説
を
ま
た
ず
、
宗
祖
大
師
す

ら
彼
之
如
し
、
故
に
い
わ
ん
や
小
衲
に
於
て
お
や
、
時
代
の
相
違
あ
り
て
流
罪
之
身
辺
に
迫
ら
ざ
る
を
僅
に
安
堵
せ
る
の
み
、
幸
に

よ
く
御
三
思
を
願
ふ
、
此
度
出
神
し
た
る
事
や
、
小
生
に
取
り
て
は
実
に
必
死
的
に
て
、
唯
精
進
発
展
之
道
を
画
す
る
の
み
、
今
は

他
人
奸
奴
之
悪
言
を
耳
に
し
躊
躇
す
る
の
隙
を
有
せ
ず
、
此
大
決
心
あ
る
か
故
に
、
已
に
三
百
何
十
円
と
云
ふ
、
小
生
に
し
て
は
実

（
蓄
）

に
尠
な
か
ら
ざ
る
畜
財
を
投
じ
て
人
気
を
集
め
る
に
務
め
居
り
候
へ
ば
、
大
智
略
先
進
者
よ
り
講
の
発
展
即
ち
菩
薩
の
御
徳
を
広
む

（
学
ヵ
）

（
マ
マ
）

る
良
法
レ

方
に
就
て
は
学
ひ
つ
ゝ
あ
り
、
尚
ほ
大
い
に
労
ば
ん
と
す
る
処
な
る
も
、
我
一
身
上
の
行
動
に
就
き
は
、
出
神
以
来
、
一

度
の
疾
し
き
事
を
為
し
た
る
覚
え
更
に
有
之
候
は
ず
、
何
と
な
ら
ば
、
分
限
を
覚
知
し
居
る
の
み
な
ら
ず
、
自
己
直
接
に
大
影
響
す

（
挿
入
）

れ
ば
、
他
人
の
忠
告
を
ま
た
ざ
る
所
に
て
、「
忽
ち
」
禍
罪
の
至
る
を
了
知
す
る
故
に
候
、
物
質
之
高
価
な
る
事
日
本
第
一
な
る
都

会
に
而
も
望
を
有
し
、
力
戦
奮
闘
せ
る
者
に
候
事
を
御
熟
考
下
さ
ら
ば
、
佞
人
の
誹
謗
も
等
レ

何
真
価
な
き
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
御
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（
繰
）

召
し
に
依
り
来
る
二
十
六
日
午
前
中
に
御
山
へ
参
拝
可
致
候
間
、
万
難
操
返
へ
、
方
丈
様
及
御
老
僧
様
に
は
御
在
山
願
上
候

早
々

（
大
正
九
年
）

三
月
廿
二
日

熊
沢
寛
道

御
方
丈
様

喬
木
風
多
し

日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
、
何
者
か
が
日
下
に
讒
言
し
、
そ
れ
を
日
下
が
信
じ
て
自
分
に
忠
告
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
件
は
熊

沢
を
楊
谷
寺
に
召
喚
し
て
事
情
を
聞
き
た
だ
そ
う
と
す
る
ほ
ど
、
日
下
に
と
っ
て
は
見
過
ご
し
に
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
熊
沢
本
人

に
は
僧
侶
と
し
て
の
本
分
を
逸
脱
し
た
覚
え
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
。
ど
こ
ろ
か
末
尾
に
「
喬
木
風
多
し
」
と
書
き
、
こ
れ
は
周
囲
の

妬
み
だ
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
熊
沢
の
布
教
と
は
、
彼
個
人
の
私
財
三
百
数
十
円
を
、
当
時
「
物
質
之
高
価
な
る
事
日
本
第
一
な
る
都
会
」

神
戸
市
で
の
活
動
に
費
や
し
て
信
者
を
増
や
す
、
と
い
う
一
見
無
謀
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
こ
れ
も
熊
沢
本
人
に
と
っ

て
は
「
此
度
出
神
し
た
る
事
や
、
小
生
に
取
り
て
は
実
に
必
死
的
に
て
、
唯
精
進
発
展
之
道
を
画
す
る
の
み
」
と
、
や
は
り
個
人
と
し
て

の
画
期
で
あ
る
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
熊
沢
は
「
開
教
之
困
難
は
愚
説
を
ま
た
ず
、
宗
祖
大
師
す
ら
彼
之
如
し
、
故
に
い
わ

ん
や
小
衲
に
於
て
お
や
、
時
代
の
相
違
あ
り
て
流
罪
之
身
辺
に
迫
ら
ざ
る
を
僅
に
安
堵
せ
る
の
み
」
と
、
自
分
の
境
遇
を
宗
祖
法
然
の
法

難
に
準
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
は
、
周
囲
の
雑
音
を
意
に
介
さ
ず
一
つ
の
こ
と
に
猛
進
す
る
性
格
を
見
て
取
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
書
簡
以
降
、
熊
沢
は
「
柳
谷
観
世
音
別
院
主
任
」
と
い
う
肩
書
の
住
所
印
を
封
筒
に
捺
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
�
。と

も
か
く
も
、
日
下
に
呼
び
出
さ
れ
て
楊
谷
寺
に
行
っ
た
前
後
は
、
熊
沢
に
と
っ
て
前
途
に
暗
雲
が
立
ち
こ
め
た
時
期
だ
っ
た
。
大
正
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九
年
三
月
三
十
一
日
消
印
の
楊
谷
寺
執
事
宛
葉
書
に
よ
る
と
、
留
守
中
に
別
院
の
世
話
役
の
中
心
人
物
を
鉄
道
事
故
で
喪
っ
て
い
る
。

﹇
史
料
１０
﹈

（
魔
）

前
略

此
頃
は
御
邪
間
致
し
候
、
小
生
廿
八
日
早
朝
帰
宅
仕
た
る
所
、
当
別
院
と
し
て
第
一
の
世
話
人
中
江
吉
松
氏
、
廿
七
日
午
前

九
時
頃
、
石
炭
運
搬
上
に
て
相
生
橋
浜
側
の
鉄
道
線
附
近
通
行
之
折
、
過
て
無
惨
の
横
死
を
な
し
、
小
生
の
帰
宅
を
待
ち
受
け
居
り

候
由
な
れ
は
、
即
刻
彼
家
に
出
頭
し
、
昨
日
午
後
四
時
半
出
棺
、
昨
夜
九
時
頃
一
度
帰
宅
仕
り
、
一
夜
不
眠
之
労
を
慰
し
、
只
今
よ

り
再
び
中
江
宅
へ
罷
出
候
、
斯
く
突
如
な
る
不
幸
に
遭
遇
し
、
非
常
な
る
迷
惑
を
感
じ
候
へ
共
、
予
定
通
漸
進
可
仕
候
間
、
参
詣
之

折
は
万
事
宜
敷
御
願
申
上
候
、
事
情
此
之
如
く
に
候
へ
ば
、
青
木
氏
へ
対
す
る
協
議
も
三
四
日
以
後
な
ら
て
は
運
び
兼
ね
、
兎
や
角

致
し
居
間
に
、
深
切
講
の
参
詣
致
さ
る
ゝ
事
と
相
成
可
申
候
間
、
其
折
に
は
小
生
の
方
の
講
と
合
同
之
意
を
御
諷
詞
下
さ
れ
て
は
如

何
の
者
に
候
や
、
吉
川
氏
等
之
意
向
に
依
れ
は
、
御
山
に
て
青
木
に
の
み
考
慮
居
ら
る
ゝ
様
の
時
は
、
本
山
光
明
寺
の
光
明
講
と

し
、
若
し
是
れ
を
本
山
に
て
閊
の
時
は
、
能
勢
の
妙
見
講
と
成
す
と
の
決
心
に
て
、
是
れ
か
為
め
、
来
月
は
特
に
吉
川
源
八
氏
参
詣

致
す
と
廿
八
日
朝
の
話
に
て
候

早
々

史
料
１０
と
次
の
史
料
１１
を
見
る
と
、
三
月
末
の
楊
谷
寺
行
き
の
さ
い
は
、
讒
言
の
釈
明
だ
け
で
な
く
、
青
木
の
柳
谷
講
・
吉
川
の
信
説
講

間
の
軋
轢
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
神
戸
地
区
諸
講
の
合
併
に
つ
い
て
も
相
談
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

﹇
史
料
１１
﹈

拝
呈

通
日
に
渉
る
雨
天
に
て
鬱
陶
敷
の
み
な
ら
ず
、
運
動
上
不
便
尠
か
ら
す
、
困
却
仕
居
候
、
陳
れ
ば
中
江
氏
死
去
以
来
多
忙
を
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極
め
、
漸
々
小
康
を
得
て
当
世
話
人
に
話
を
進
め
候
処
、
御
名
案
ノ
一
、
二
、
残
念
な
か
ら
後
日
不
都
合
之
点
将
来
可
仕
、
依
而
第

（
窟
）

三
案
を
取
る
よ
り
方
無
之
候
、
何
に
し
て
も
新
川
は
神
戸
市
の
貧
民
の
集
合
地
、
果
亦
新
平
民
等
之
巣
屈
に
御
座
候
へ
ば
、
人
新
川

と
聞
け
ば
先
天
的
に
不
快
を
感
じ
、
新
川
に
居
住
者
も
己
か
新
川
な
る
事
を
相
成
可
く
云
ふ
を
さ
く
る
と
云
ふ
有
様
に
て
、
昨
日
も

先
般
御
通
知
に
預
か
り
し
加
納
町
井
上
亀
太
郎
氏
を
訪
れ
た
る
に
、
其
雑
談
中
に
曰
く
、
新
川
に
柳
谷
之
講
あ
り
て
勧
誘
せ
ら
れ
た

る
事
あ
る
も
、
柳
谷
観
世
音
菩
薩
に
は
御
助
け
を
蒙
り
居
る
事
な
れ
ば
、
早
々
入
講
せ
ん
か
と
も
思
へ
共
も
、
何
分
に
も
新
川
と
聞

い
て
は
・
・
・
・
・
・
・
故
に
今
た
何
れ
の
講
に
も
入
講
仕
ら
ず
、
私
に
御
遥
礼
申
居
る
次
第
な
り
云
云
と
申
さ
れ
候
、
来
る
十
日

（
阪
）

に
は
吉
川
氏
等
の
親
説
講
礼
参
可
仕
、
彼
講
と
雖
も
実
は
其
世
話
人
は
坂
神
電
車
の
旗
振
り
（
辻
々
に
て
）、
或
は
其
日
�
�
稼
き

の
働
レ

労
者
多
く
、
故
に
吉
川
も
一
日
は
是
非
日
曜
日
を
か
け
参
詣
致
度
く
申
居
ら
れ
候
、
然
る
に
当
講
は
一
六
時
中
小
生
が
講
の

事
に
の
み
執
務
仕
り
居
関
係
も
御
座
候
へ
共
、
兎
に
角
不
肖
な
る
野
僧
な
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
講
員
も
将
に
親
説
講
と
相
伯
仲
と

相
成
、
特
に
講
員
の
大
多
数
は
中
流
以
上
よ
り
神
戸
市
有
数
之
名
家
も
含
み
、
随
て
員
レ

講
之
場
所
は
楠
公
社
附
近
よ
り
福
原
に
か

け
、
亦
元
町
よ
り
三
ノ
宮
に
渡
り
、
引
て
は
琴
緒
町
一
等
場
所
と
云
ふ
風
に
相
成
居
候
、
さ
れ
は
親
説
講
と
な
ら
ば
或
は
協
定
す
る

事
あ
る
も
、
青
木
と
は
仲
々
不
可
能
に
申
居
候
、
青
木
も
御
山
に
て
は
同
情
を
集
む
る
為
め
虚
偽
的
行
作
を
敢
て
為
し
た
る
如
き

も
、
彼
れ
に
は
真
に
誠
意
な
き
事
は
此
程
申
上
け
置
き
候
、
実
に
や
此
頃
御
山
よ
り
御
発
信
の
手
紙
を
諸
所
に
持
ち
広
告
的
行
為
を

（
標
）

な
し
居
る
由
も
聞
き
及
ひ
居
候
、
是
彼
れ
の
真
意
な
き
表
榜
に
候
は
ず
や
、
不
肖
熟
考
仕
候
に
、
御
山
と
し
て
も
彼
れ
の
如
き
者
に

何
等
御
考
慮
之
必
要
な
く
、
よ
し
御
山
に
於
て
彼
れ
に
誠
意
を
御
尽
し
被
遊
候
と
も
、
彼
れ
に
は
観
世
音
菩
薩
の
御
徳
を
弘
む
る
か

如
き
力
量
も
な
く
、
亦
彼
れ
と
し
て
も
成
す
決
意
も
無
之
候
事
は
、
過
日
私
に
断
言
致
し
候
、
事
情
斯
之
如
く
に
御
座
候
へ
ば
、
若

し
一
御
山
か
只
青
木
に
対
し
恐
れ
親
説
講
に
対
し
て
従
前
之
如
き
あ
い
ま
い
た
る
措
置
に
出
て
居
ら
る
ゝ
時
は
、
親
説
講
は
此
頃
御

通
知
申
た
る
如
く
変
講
致
す
由
、
吉
川
氏
よ
り
の
直
話
に
候
、
即
ち
此
度
吉
川
氏
直
参
之
目
的
は
、
御
山
の
決
意
を
伺
ふ
為
め
に
候
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由
、
予
め
御
承
知
置
下
さ
れ
度
、
さ
れ
ば
御
山
に
於
て
万
一
親
説
講
に
対
す
る
措
置
に
御
困
り
の
折
有
之
候
へ
ば
、
当
講
と
合
併
を

（
況
カ
）

御
協
議
申
下
さ
れ
て
も
閊
な
く
、
其
都
合
に
依
り
小
生
は
当
世
話
人
方
に
一
応
申
出
、
調
協
之
運
び
の
一
々
丈
は
説
報
伏
可
致
候
、

余
は
後
便
に
て
、
折
悪
し
く
只
今
或
事
よ
り
頭
脳
の
明
快
を
失
し
候
間
、
擱
筆
可
仕
、
当
講
参
詣
人
数
等
は
後
日
改
め
て
御
報
告
可

申
候

早
々

（
大
正
九
年
）

四
月
四
日

熊
沢
寛
道

御
方
丈
様

﹇
史
料
２
﹈
か
ら
す
で
に
見
え
て
い
た
柳
谷
講
と
信
説
講
の
軋
轢
と
は
、
楊
谷
寺
が
や
や
も
す
れ
ば
柳
谷
講
の
青
木
に
肩
入
れ
を
し
、
信

説
講
の
吉
川
が
こ
れ
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
吉
川
も
そ
し
て
熊
沢
も
青
木
に
対
し
て
不
信
感
が
強
く
、
楊
谷
寺
が

青
木
を
重
用
す
る
の
は
彼
の
力
を
恐
れ
て
い
る
た
め
と
映
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
近
々
吉
川
が
楊
谷
寺
に
直
接
考
え
を
た
だ
し
に
行
く

つ
も
り
で
あ
り
、
返
答
次
第
で
は
本
山
光
明
寺
の
講
と
な
る
か
、
楊
谷
寺
か
ら
距
離
的
に
近
い
能
勢
妙
見
宮
の
講
と
な
る
（
変
講
）、
と

ま
で
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
熊
沢
は
自
分
の
講
と
の
合
併
を
勧
め
て
は
ど
う
か
、
と
日
下
に
伝
え
て
い
る
。

一
方
、
日
下
は
神
戸
地
区
の
講
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
、
三
つ
の
案
を
熊
沢
に
示
し
、
そ
の
う
ち
に
は
熊
沢
の
講
と
新
川
の
柳
谷
講
を

含
む
他
講
と
の
合
併
案
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
神
戸
市
外
ま
で
も
見
据
え
て
布
教
し
て
い
た
熊
沢
は
、
別
院
の
す
ぐ
近

く
の
新
川
に
あ
る
柳
谷
講
と
は
合
併
で
き
な
い
と
い
い
、
そ
れ
を
青
木
へ
の
不
信
感
お
よ
び
一
般
信
者
の
新
川
に
対
す
る
視
線
に
結
び
つ

け
て
説
明
す
る
。
し
か
し
、
合
併
し
て
も
よ
い
と
い
う
信
説
講
の
講
員
に
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
電
車
の
旗
振
り
や
日
雇
い
労
働
者
だ
と

述
べ
、
一
方
で
自
分
の
獲
得
し
た
講
員
の
大
多
数
は
「
中
流
以
上
よ
り
神
戸
市
有
数
之
名
家
も
含
」
み
、
そ
の
結
果
、
講
員
の
住
所
は

「
楠
公
社
附
近
よ
り
福
原
に
か
け
、
亦
元
町
よ
り
三
ノ
宮
に
渡
り
、
引
て
は
琴
緒
町
一
等
場
所
」
が
多
い
、
と
述
べ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
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は
、
熊
沢
が
効
率
よ
く
別
院
建
設
資
金
を
集
め
る
に
は
富
裕
層
を
引
き
入
れ
る
の
が
近
道
だ
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
他
の
講

と
違
い
、
僧
侶
で
あ
る
自
分
が
主
宰
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
・
強
み
を
生
か
し
た
方
法
だ
と
も
い
え
よ
う
。

結
局
こ
の
後
も
神
戸
地
区
の
諸
講
は
合
併
せ
ず
、
信
説
講
も
変
講
し
て
い
な
い
（
再
版
『
楊
谷
寺
誌
』）。
そ
し
て
こ
の
年
の
春
、
熊
沢

は
自
ら
の
講
の
講
員
を
引
率
し
て
楊
谷
寺
に
参
詣
し
た
（
団
参
）
模
様
で
あ
る
。
熊
沢
の
講
で
は
お
そ
ら
く
こ
れ
が
最
初
の
団
参
で
あ
ろ

う
。
団
参
後
、
楊
谷
寺
執
事
に
出
し
た
大
正
九
年
五
月
十
二
日
付
の
葉
書
で
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
住
宅
移
転
問
題
つ
ま
り
現
在
の
別

院
の
移
転
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

﹇
史
料
１２
﹈

（
洪
・
香
）

（
マ
マ
）

拝
呈

過
日
は
御
手
数
を
煩
は
し
御
供
水
御
送
附
成
被
下
奉
万
謝
候
、
早
々
御
礼
申
述
ふ
之
処
、
講
詣
り
以
来
、
諸
所
之
方
便
よ

り
住
宅
移
転
等
之
問
題
を
申
込
ま
れ
、
将
来
之
発
展
に
多
大
な
る
関
係
を
か
も
す
事
故
、
信
徒
の
希
望
ま
て
も
な
く
自
か
ら
其
方
法

を
執
り
度
候
へ
共
、
如
何
せ
ん
、
及
は
さ
る
者
あ
る
に
於
て
お
や
、
是
れ
か
為
め
、
種
々
苦
策
を
謀
し
つ
ゝ
居
る
間
に
、
失
礼
致
候

段
、
御
宥
恕
願
上
候

敬
白

と
こ
ろ
が
こ
の
後
、
五
月
の
講
を
開
い
た
十
七
日
に
、
借
家
一
階
の
同
居
人
か
ら
五
月
中
に
借
家
を
売
却
す
る
と
通
告
さ
れ
、
こ
れ
を

買
い
取
る
か
引
っ
越
す
か
緊
急
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
。
し
か
し
や
は
り
ど
ち
ら
に
し
て
も
急
に
費
用
を
工
面
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ず
、
翌

十
八
日
に
熊
沢
は
日
下
に
借
金
を
申
し
込
む
。
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﹇
史
料
１３
﹈

謹
啓

時
下
御
一
山
皆
々
様
益
々
御
壮
健
奉
賀
候
、
さ
て
昨
日
は
十
七
日
の
事
と
て
当
方
に
於
て
も
以
御
陰
誠
に
賑
々
敷
勤
行
相
務

め
申
候
、
講
員
も
漸
々
各
世
話
方
の
御
尽
力
に
依
り
増
加
仕
、
目
下
二
百
軒
程
と
相
成
、
新
八
月
盆
迄
て
に
は
三
百
軒
程
に
増
加
仕

（
抹
消
）

（
挿
入
）

度
存
し
居
候
、
就
て
は
昨
日
借
家
人
な
る
下
の
同
居
人
よ
り
突
然
に
も
、「
小
生
」「
或
る
人
」
に
シ
ニ
セ
（
死
店
）
を
三
百
二
十
円

（
抹
消
）

（
挿
入
）

に
売
却
し
本
月
中
に
移
転
す
る
と
の
事
、
併
し
乍
ら
小
生
が
此
シ
ニ
セ
を
買
ふ
時
に
は
二
百
九
十
円
ま
で
に
「
至
」「
致
」
す
と
申

居
候
、
過
日
青
木
の
方
の
話
も
有
之
矢
先
き
の
事
な
れ
ば
、
此
際
当
院
之
講
員
の
集
中
せ
る
三
の
宮
附
近
に
移
転
仕
り
度
、
小
生
に

（
マ
マ
）

亦
、
講
員
よ
り
も
申
込
ま
れ
居
候
へ
共
、
如
何
せ
ん
金
策
不
如
意
の
今
日
。
已
に
此
事
あ
る
を
予
期
し
て
、
去
る
五
日
、
伍
円
掛

の
頼
母
子
講
を
新
に
催
し
、
来
廿
七
日
が
二
番
会
に
候
も
、
五
十
口
の
事
と
て
少
額
な
れ
は
、
此
金
子
を
以
て
は
如
何
と
も
す
る
丈

け
無
之
、
移
転
せ
は
雑
作
入
費
等
に
百
五
十
円
程
は
忽
ち
費
レ

消
す
る
は
必
然
な
れ
ば
、
頼
母
子
講
の
枕
金
は
此
費
用
と
し
て
消
却

仕
る
可
、
然
る
時
は
何
処
へ
移
転
す
る
と
も
目
下
の
所
シ
ニ
セ
代
の
三
四
百
は
入
用
に
て
、
此
金
子
な
く
て
は
如
何
と
も
す
る
事
出

来
ざ
る
境
遇
に
立
至
り
候
間
、
御
山
に
於
て
至
急
三
四
百
円
御
融
通
下
さ
れ
度
、
右
金
員
御
融
通
を
願
ひ
、
移
転
候
後
は
、
直
ち
に

第
二
の
頼
母
子
講
を
催
し
返
金
の
方
法
を
講
す
可
く
御
座
候
、
此
話
御
山
に
於
か
せ
ら
れ
幸
に
微
衷
御
洞
察
下
さ
れ
御
貸
与
願
へ
る

も
の
に
候
や
否
か
、
御
都
合
を
附
け
下
さ
る
事
に
候
へ
ば
、
早
々
小
生
登
山
可
致
候
間
、
乍
恐
大
至
急
、
右
否
や
御
返
事
願
上
候

敬
白

（
大
正
九
年
）

五
月
十
八
日

熊
沢
寛
道

御
方
丈
様

二
伸

御
返
事
の
都
合
に
依
り
、
来
廿
三
日
午
後
登
山
仕
り
、
御
面
談
致
し
度
御
座
候
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借
金
は
頼
母
子
講
を
催
し
て
返
済
す
る
つ
も
り
だ
と
熊
沢
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
楊
谷
寺
は
別
院
移
転
に
も
助
力
・
協
力
す
る
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
て
経
営
者
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
借
家
売
却
の
件
は
、
熊
沢
あ
る
い
は
楊
谷
寺
に
と
っ
て
は
別

院
移
転
を
決
意
さ
せ
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
楊
谷
寺
に
は
大
正
九
年
五
月
三
日
付
で
、

「
兵
神
柳
谷
観
音
信
徒
協
議
代
表
者
」
を
名
乗
る
人
物
か
ら
、
別
院
経
営
に
対
す
る
警
告
書
が
届
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

警
告
書
は
「
世
間
ニ
テ
有
名
ナ
ル
柳
谷
観
音
ハ
神
戸
市
東
雲
通
六
丁
目
ニ
テ
俗
家
ノ
二
階
ヲ
借
受
ケ
柳
谷
兵
神
別
院
ト
公
然
提
灯
ヲ
出

シ
居
ル
コ
ト
、
以
テ
外
ノ
沙
汰
」
と
糾
弾
す
る
。
そ
の
よ
う
な
軽
貧
な
こ
と
を
せ
ね
ば
柳
谷
（
楊
谷
寺
）
は
日
々
の
生
活
も
立
ち
行
か
な

い
の
か
と
世
間
に
疑
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
楊
谷
寺
公
認
の
行
為
か
、
そ
れ
と
も
関
知
し
て
い
な
い
の
か
。
も
う
少
し
別
院
に
ふ
さ
わ
し

い
体
裁
を
と
る
か
ま
た
は
兵
神
別
院
を
取
り
消
す
か
し
な
け
れ
ば
新
聞
沙
汰
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
�
。
や
は
り
別
院
と
い
え
ば
独

立
し
た
建
屋
を
持
つ
寺
院
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
認
識
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

借
金
申
し
込
み
に
対
す
る
楊
谷
寺
の
返
事
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
熊
沢
が
予
告
通
り
五
月
二
十
三
日
に
楊
谷
寺
に
行
っ
た
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
熊
沢
は
大
正
九
年
六
月
初
旬
ま
で
に
転
居
し
、「
拝
呈

一
昨
日
表
記
之
所
へ
移
転
仕
候
間
、
一
応
御

通
知
申
置
候

早
々
」
と
楊
谷
寺
執
事
宛
に
ご
く
簡
単
に
通
知
し
て
い
る
。
移
転
先
は
「
神
戸
市
生
田
神
社
東
門
」
で
、
こ
こ
も
お
そ
ら

く
間
借
り
で
あ
っ
た
�
。﹇
史
料
１３
﹈
に
は
「
此
際
当
院
之
講
員
の
集
中
せ
る
三
の
宮
附
近
に
移
転
仕
り
度
」
と
あ
る
が
、
生
田
神
社
東

門
は
方
角
的
に
は
熊
沢
が
希
望
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。

他
方
、﹇
史
料
１３
﹈
に
戻
る
と
移
転
直
前
の
段
階
で
講
員
が
「
目
下
二
百
軒
程
と
相
成
、
新
八
月
盆
迄
て
に
は
三
百
軒
程
に
増
加
仕
度

存
し
」
と
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。﹇
史
料
６
﹈
に
大
正
八
年
十
一
月
の
後
半
だ
け
で
五
十
人
獲
得
、
大
正
八
年
末
に
百
人
が
目
標
だ
っ

た
講
員
が
、
大
正
九
年
前
半
に
は
二
百
軒
獲
得
、
盆
ま
で
の
目
標
が
三
百
軒
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
念
力
講
説
教
所
の
信
者
数
に

は
及
ば
な
い
が
、
精
力
的
な
活
動
の
結
果
、
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
で
多
く
の
信
者
を
得
た
と
い
え
よ
う
。
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お

わ

り

に

さ
き
の
大
正
九
年
六
月
初
旬
の
転
居
通
知
が
現
在
の
と
こ
ろ
『
楊
谷
寺
文
書
』
に
見
え
る
熊
沢
寛
道
に
関
す
る
最
後
の
文
書
と
な
る

が
、
熊
沢
は
こ
の
年
九
月
に
は
熊
沢
家
の
家
系
に
つ
い
て
二
回
目
の
上
奏
文
を
提
出
し
て
い
る
�
。『
楊
谷
寺
文
書
』
に
熊
沢
寛
道
の
名

が
見
え
る
直
前
と
直
後
に
、
後
半
生
の
「
熊
沢
天
皇
」
に
繋
が
る
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
布
教
僧
と
し
て
の
活
動
経

験
が
、
そ
の
後
半
生
に
生
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
�
。
し
か
し
布
教
僧
時
代
の
彼
の
な
か
で
、
ま
っ
た
く
異
な
る
二
つ
の

役
割
が
ど
の
よ
う
に
し
て
消
化
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
熊
沢
目
線
で
の
別
院
活
動
を

追
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
楊
谷
寺
住
職
日
下
俊
隆
と
熊
沢
と
の
関
係
性
や
、
そ
も
そ
も
別
院
設
立
に
つ
い
て
日
下
が
ど
の
よ

う
な
構
想
を
持
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、
未
解
明
の
ま
ま
と
な
っ
た
部
分
が
あ
る
。

な
お
こ
の
の
ち
も
、
昭
和
六
年
に
還
俗
し
て
名
古
屋
市
に
移
る
ま
で
の
数
年
間
、
熊
沢
は
楊
谷
寺
の
布
教
僧
と
し
て
神
戸
市
に
い
た
よ

う
で
あ
り
、
熊
沢
の
長
男
は
大
正
十
三
年
、
神
戸
で
生
ま
れ
て
い
る
�
。
楊
谷
寺
門
前
に
あ
っ
た
旅
館
旭
屋
の
宿
帳
に
は
、
大
正
十
年
十

月
に
「
神
戸
市
柳
谷
別
院
熊
沢
僧
侶
」
と
い
う
記
述
、
さ
ら
に
大
正
十
一
年
四
月
二
十
一
日
に
「
熊
沢
様
組
」
の
「
神
戸
観
音
講
」
講
員

百
四
十
一
人
が
宿
泊
し
た
記
録
が
あ
る
。「
神
戸
観
音
講
」（
あ
る
い
は
「
神
戸
兵
神
観
音
講
」
と
も
）
は
、
大
正
十
二
年
以
降
は
「
神
戸

直
轄
観
音
講
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
�
。
熊
沢
の
名
が
出
て
く
る
の
は
大
正
十
・
十
一
年
だ
け
で
あ
る
が
、
時
期
的
な
近
さ

を
考
え
れ
ば
、
彼
の
活
動
は
大
正
十
三
年
再
版
『
楊
谷
寺
誌
』
に
見
え
る
「
直
轄
兵
神
観
音
講
」、
も
し
く
は
そ
の
尽
力
に
よ
り
大
正
十

二
年
に
設
立
さ
れ
た
下
山
手
通
六
丁
目
の
「
兵
神
説
教
所
」
に
繋
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
再
版
『
楊
谷
寺
誌
』
の
段
階
で
「
直
轄
」

を
冠
す
る
講
は
神
戸
市
の
こ
の
一
つ
し
か
な
く
、
い
っ
と
き
に
せ
よ
別
院
を
称
し
て
い
た
熊
沢
が
率
い
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
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た
「
大
正
八
年
十
月
起

神
戸
兵
庫
説�

教�

所�

信
書
袋
」
と
表
書
き
さ
れ
た
袋
に
兵
神
別
院
関
係
書
類
全
部
と
念
力
講
説
教
所
関
係
書
類
の

一
部
が
入
っ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
、
新
た
な
史
料
の
掘
り
起
こ
し
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。注⑴

承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）、
近
隣
の
大
原
野
の
人
々
を
含
む
二
百
余
人
の
寄
進
に
よ
り
「
柳
谷
千
手
観
音
」
は
修
造
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
楊

谷
寺
は
衰
微
を
経
て
慶
長
年
間
に
再
興
さ
れ
た
（
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
『
長
岡
京
市
史
資
料
集
成
２

長
岡
京
市
の
寺
社
』）。
元
和
九
年
（
一

六
二
三
）
に
は
向
日
町
や
上
里
村
（
現
西
京
区
）
な
ど
の
人
々
五
人
を
講
元
と
し
て
二
十
六
人
で
講
が
結
成
さ
れ
、
彼
ら
の
宣
伝
に
よ
り
京
に
も

講
が
で
き
て
い
る
（『
長
岡
京
市
史
資
料
編
二
』
所
収
「
楊
谷
寺
文
書
一
」）。
近
世
中
期
以
降
に
は
京
・
大
坂
な
ど
畿
内
を
中
心
と
し
た
諸
講
か

ら
の
参
詣
者
が
多
く
参
籠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楊
谷
寺
山
内
各
所
に
は
近
世
か
ら
戦
後
ま
で
の
間
に
各
地
の
講
か
ら
寄
進
さ
れ
た
石
灯
籠
な
ど

の
石
造
物
や
扁
額
が
数
多
く
残
り
、
柳
谷
観
音
の
人
気
の
高
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵

日
下
俊
隆
（
興
空
）
は
大
正
四
年
・
六
〜
八
年
・
十
二
〜
十
三
年
に
本
山
光
明
寺
の
執
事
長
を
つ
と
め
、
昭
和
八
年
に
は
西
山
光
明
寺
派
管
長
と

も
な
っ
て
い
る
（
昭
和
十
五
年
『
乙
訓
郡
誌
』・
大
正
六
年
『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』・『
官
報
』
昭
和
八
年
七
月
十
八
日
号
）。
楊
谷
寺
住
職
と

し
て
は
山
間
部
に
あ
る
楊
谷
寺
ま
で
の
山
道
を
大
改
修
し
、
大
正
四
年
に
は
奥
の
院
を
建
設
し
て
い
る
。
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
に
は

楊
谷
寺
へ
の
登
山
鉄
道
を
敷
く
計
画
に
も
中
心
人
物
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
た
（『
長
岡
京
市
史
本
文
編
二
』
五
一
一
ペ
ー
ジ
）。
な
お
、
明
治
三

十
年
代
は
じ
め
ま
で
は
先
々
代
の
日
下
俊
洲
（
滄
空
）
の
後
見
補
佐
が
あ
っ
た
。

⑶

松
本
俊
誠
著
、
楊
谷
寺
発
行
。
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閲
覧
可
能
。

⑷

熊
沢
寛
道
「
未
発
表
・�
熊
沢
天
皇
�
回
顧
録
」（『
特
集
人
物
往
来

十
一
月
号
』
所
収

株
式
会
社
人
物
往
来
社

一
九
五
八
年
）・
吉
田
長
蔵

「
熊
沢
天
皇
の
正
体
」（『
真
相
実
話
』
第
一
巻
第
三
号

一
九
四
九
年
）
な
ど
。
た
だ
し
秦
郁
彦
「
熊
沢
天
皇
始
末
記
（
下
）」（
同
『
昭
和
史
の

謎
を
追
う
（
下
）』
所
収

文
春
文
庫

一
九
九
九
年

初
出
一
九
八
九
年
）・
藤
巻
一
保
『
我
輩
は
天
皇
な
り
│
熊
沢
天
皇
事
件
』
五
六
ペ
ー
ジ

（
学
研
新
書

二
〇
〇
七
年
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
熊
沢
の
前
半
生
の
経
歴
に
は
整
理
が
必
要
な
部
分
が
残
る
。

⑸

本
稿
で
使
用
す
る
『
楊
谷
寺
文
書
』
は
す
べ
て
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
架
蔵
の
写
真
帳
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑹

柳
谷
観
音
（
楊
谷
寺
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.yanagidani.jp/about/betsuin.htm

l
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⑺
『
楊
谷
寺
文
書
』
一
三
│
二

⑻
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
一
〇
四

⑼
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
八
九

⑽

以
上
、
念
力
講
に
つ
い
て
は
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
三
・
三
│
九
二
・
三
│
九
九
・
三
│
一
〇
六
〜
一
〇
八
に
よ
る
。

⑾
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
一
〇
六
〜
三
│
一
〇
八

⑿

明
治
三
十
三
年
十
月
十
五
日
兵
庫
県
令
六
八
号
（『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
二
）

⒀

た
と
え
ば
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
八
。
な
お
、
大
正
八
年
四
月
三
十
日
付
で
西
山
派
は
三
つ
に
分
離
し
た
た
め
、
以
降
は
「
浄
土
宗
西
山
光
明

寺
派
念
力
講
説
教
所
」
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⒁

以
上
、
念
力
講
説
教
所
設
立
の
経
緯
は
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
二
〜
三
│
五
四
・
三
│
一
四
二
に
よ
る
。

⒂
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
五

⒃
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
三

⒄
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
一
四
二

⒅

再
版
『
楊
谷
寺
誌
』

⒆
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
七
六

⒇
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
七
六

�
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
七
六

�
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
八
〇

�
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
五
七

�
「
熊
沢
寛
道
家
蔵
資
料
」・
熊
沢
尊
信
「
熊
沢
家
の
歴
史
」（
一
九
八
〇
年
代
編
纂
）（
と
も
に
『
近
代
庶
民
生
活
誌

第
十
一
巻
（
天
皇
・
皇

族
）』
所
収

株
式
会
社
三
一
書
房

一
九
九
〇
年
）、
注
⑷
の
各
著
作
。
後
年
「
熊
沢
天
皇
」
の
「
侍
従
長
」
を
つ
と
め
た
吉
田
は
熊
沢
の
学
校

卒
業
を
大
正
八
年
三
月
と
記
し
て
い
る
。

�

楊
谷
寺
門
前
の
旅
館
旭
屋
が
、
こ
の
年
の
歳
暮
を
配
っ
た
中
に
「
寺

熊
沢
」
が
い
る
（
長
岡
京
市
生
涯
学
習
課
架
蔵
写
真
帳
『
城
戸
博
次
家
文

書
』
一
│
二
）。
な
お
、
熊
沢
の
長
男
は
、
父
が
神
戸
に
赴
い
た
の
は
大
正
七
年
だ
と
す
る
（
注
�
熊
沢
尊
信
「
熊
沢
家
の
歴
史
」）。

�

注
�
「
熊
沢
寛
道
家
蔵
資
料
」
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�

天
台
宗
兵
庫
教
区
寺
院
大
図
鑑
「
会
下
山
善
光
寺
」http

://hyogotendai-yb.net/jiin_daizukan/file/01/008
zenkouji/008

zenkouji.htm
l

�
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
七
六
・
三
│
一
四
二
。
頼
母
子
講
の
失
敗
に
よ
り
講
名
改
称
し
た
の
で
あ
る
。

�

昭
和
十
二
年
『
神
戸
市
史

第
二
輯
本
編
総
説
各
説
』
一
二
九
ペ
ー
ジ

�
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
六
〇

�
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
八
一

�

当
時
熊
沢
が
妻
な
ど
家
族
連
れ
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
同
居
す
る
人
物
は
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

�

現
在
の
楊
谷
寺
で
は
「
独
鈷
水
」
と
表
記
し
て
「
お
こ
う
ず
い
」
と
読
ん
で
い
る
。

�

熊
沢
は
十
二
月
二
十
二
日
消
印
の
次
の
よ
う
な
文
面
の
葉
書
で
、
楊
谷
寺
執
事
宛
に
有
力
信
者
の
家
族
の
死
去
を
伝
え
、
弔
文
を
送
る
よ
う
依
頼

し
て
い
る
（
表
１
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
六
八
）。

早
速
申
上
候
、
昨
夕
前
、
東
尻
池
沢
田
紋
蔵
氏
を
訪
問
仕
、
主
人
よ
り
拝
聞
仕
候
に
、
同
氏
内
室
せ
い
様
に
は
急
病
に
て
去
る
十
三
日
御
永

眠
遊
さ
れ
候
由
に
候
へ
ば
、
早
々
吊
文
御
差
出
申
置
き
下
さ
れ
度
、
此
段
御
報
告
ま
て

早
々

	
「
主
任
」
と
い
う
職
名
は
、
寺
号
を
公
称
し
て
い
な
い
説
教
所
な
ど
の
代
表
僧
侶
の
肩
書
で
あ
る
ら
し
い
。
楊
谷
寺
旭
川
別
院
や
浄
土
宗
（
鎮
西

派
）
の
教
会
所
・
別
院
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。



『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
七
二

�

表
１
『
楊
谷
寺
文
書
』
三
│
七
五
。
表
面
に
お
そ
ら
く
楊
谷
寺
側
に
よ
り
「
記
入
済
九
年
六
月
七
日
」
と
い
う
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
住
所
は
大
正
十
一
年
の
柳
谷
観
音
講
元
帳
（『
城
戸
博
次
家
文
書
』
一
│
八
）
に
見
え
る
「
東
観
音
講
」
講
元
の
住
所
と
同
じ
で
あ
り
、

熊
沢
は
信
者
を
頼
っ
て
転
居
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

�

注


「
熊
沢
寛
道
家
蔵
資
料
」

�

滝
川
政
次
郎
は
昭
和
二
十
四
年
十
月
に
熊
沢
と
連
れ
だ
っ
て
吉
野
の
川
上
村
を
訪
れ
た
。
そ
の
と
き
熊
沢
の
後
南
朝
に
関
す
る
講
演
を
聴
い
た
滝

川
は
「
も
と
浄
土
宗
の
僧
籍
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
に
話
は
な
か
な
か
う
ま
い
」
と
感
じ
て
い
る
（
滝
川
「
熊
沢
天
皇
吉
野
巡
幸
記
」『
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
日
本
人

虚
人
列
伝
９
』
所
収

株
式
会
社
学
藝
書
林

一
九
六
九
年

初
出
一
九
五
〇
年
）。

�

秦
郁
彦
編
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
二
年
）
お
よ
び
注


熊
沢
尊
信
「
熊
沢
家
の
歴
史
」。
後
者
は
、
父
寛

道
は
大
正
七
年
に
神
戸
に
赴
い
て
布
教
所
を
開
き
、
艱
難
辛
苦
の
結
果
、
三
年
後
に
は
八
百
戸
の
信
者
を
擁
し
た
、
と
す
る
（
注
⑷
寛
道
の
回
顧

録
で
は
八
百
名�

）。
こ
の
「
三
年
後
」
と
は
、
大
正
九
年
か
十
年
の
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
前
者
や
注
⑷
藤
巻
著
は
お
そ
ら
く
後
者
に
拠
り
、
熊
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沢
の
「
布
教
所
」
開
設
を
大
正
七
年
と
し
て
い
る
。

�

長
岡
京
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
架
蔵
写
真
帳
『
城
戸
博
次
家
文
書
』
一
│
六

― ５３９ ― 大正期神戸市における柳谷観音の信仰と布教






